


＼
ー

津 久 井 湖

―-
、---、----、一

—

里山広場
N 

0 50 100 200m 

厚木方面





01

目
　
次

はじめに
	 ・ようこそ津久井湖城山公園へ	 …… 2	
	 ・津久井城の概要	…………………… 3

１．津久井城について
	 ・中世津久井と津久井城	…………… 4
	 ・津久井城の築城と内藤氏	………… 6
	 ・後北条氏と支配体制	……………… 8	
	 ・津久井衆	………………………… 10
	 閑話：三増合戦について	………… 12

２．城山を歩く
	 ・足元に眠る歴史	………………… 16	
	 ・津久井城見取図	………………… 18
	 ・詰城部・本城曲輪群	…………… 20
	 ・太鼓曲輪と家老屋敷	…………… 22
	 ・飯縄曲輪群	……………………… 24
	 ・根小屋部　御屋敷周辺	………… 26
	 ・大手道を登る	…………………… 28
	 ・荒久および小倉・馬込、小網	… 30
	 閑話：描かれた津久井城	………… 32

３．津久井城、その後
	 ・戦国から徳川の時代へ	………… 34
	 ・地域との関わりのなかで	……… 36

４．津久井城を公園にする！
	 ・津久井城スタイル	……………… 38
		 ・文化財としての津久井城への関わり方
	 　　　　　　　	 ………………… 40

５．津久井城を掘り起こす
	 ・伝承は本当だった！	…………… 42
	 ・本城曲輪群	……………………… 44
	 ・馬場東の竪堀	…………………… 50	
	 ・御屋敷	…………………………… 52
	 ・しんでん　御屋敷南側虎口	…… 58	
	 ・おじんや　陣屋の遺構	………… 60	
	 ・荒久地区	………………………… 62
	 ・城坂曲輪群南地点	……………… 64	
	 ・小倉・馬込地区	………………… 66
	 ・津久井城の出土遺物	…………… 68
	 閑話：市民とともに	……………… 72

６．津久井城と風景
	 ・山城と樹木	……………………… 74
	 ・津久井城と眺望	………………… 76	
	 ・シンボル津久井城＝親しまれる風景
	 　　　　　　	 …………………… 78	
	 ・山城と水	………………………… 80	
	 ・土地の履歴書	…………………… 82
７．未来へ向けて
	 ・津久井城の整備を考える	……… 84	

	 ・パークセンターの紹介	 ………… 88	
	 ・津久井城関連年表	……………… 90
	 ・主な参考文献、協力、提供	…… 91

発刊にあたって

　津久井城についての最初の学術調査は、1960
年の赤星直忠博士による城山ダム建設に伴うもの
でした。その後、津久井城のあった城山一帯の公
園整備に先立ち、1995年から城山全域の遺構分
布状況や伝承地名の調査が始まりました。また専
門家と学生、小中学生らが参加し、御屋敷跡から
はじまった発掘調査は、その後山麓から山頂にお
よび、現在は、相模原市の市民協働調査へと引き
継がれています。その結果、津久井城の全体像は
少しずつ明らかになってきています。
　津久井城はどんなお城だったの？　お城の復元
はできないの？　そんな問いへの答えと夢を実現
する手助けとするため、これまでの調査などをも
とに、津久井城の歴史から構造、発掘調査の結
果を解説し、更に公園としての津久井城の整備を
どのように考えているのかをこのガイドブックにま
とめました。ぜひ、このガイドブックを携えて現地
と重ね合わせ、その大いなる時の流れと津久井城
の往時の姿に思いを馳せ、想像の翼を無限に広げ
てください。そして「宝ヶ峰」の未来予想図を一緒
に考えてください。

「いざ、我らが津久井城へ。我らの城山に。
　そして、永久に愛される、あなたの公園を。」

相州津久井城主　内藤左近将監綱秀
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は
じ
め
に

津久井城の概要

　津久井城は自然の地形を巧みに利用して築かれた山城です。『新編相模国風土記
稿』などの文献によると、城が築かれたのは鎌倉時代とされていますが、これまでの
調査では、現在見られる遺構は、戦国時代（16世紀）に使用されていたものと考えら
れています。
　16世紀の関東は北条早

そう

雲
うん

（伊
い

勢
せ

宗
そう

瑞
ずい

）や武田信
しん

玄
げん

、上杉謙
けん

信
しん

といった戦国大名が
覇
は

権
けん

を争っていた時代です。当時の津久井地域は小田原に本拠を構えた後北条氏の
勢力下にあり、津久井領主であった内藤氏（津久井城主）は、領主としての独立性は
持ちつつ、後北条氏の領国支配を担う重臣でもありました。津久井城は小田原城を
本城とした後北条氏の支城として甲斐の武田氏との領国の境目を守り、また津久井
地域の統治の拠点となる支城として、重要な役割を担っていました。更に近年の調査
でたくさんの遺構が発見され、これまで考えられていた以上に、堅固な要塞であるこ
とが分かってきました。

はじめに

ようこそ津久井湖城山公園へ

　富士山麓の山中湖や忍野八海を源とする相模川が、山あいを抜け、平野に向けて
流れ出そうとするその場所に、津久井湖と標高375mの ｢城山｣があります。この城
山を中心とした公園が県立津久井湖城山公園です。
　その昔「宝ヶ峰」とも呼ばれたこの山は、はじめて見る人には周囲と同じ何の変哲も
ない山に見えるかもしれません。しかし、今から500年前、この山は「津久井城（築
井城）」と呼ばれる山城でした。江戸時代の初頭には陣

じん

屋
や

（代官所）が置かれ、陣屋
の廃止後は御

おはやし

林（幕府直轄林）として、あるいは畑として、麓に暮らす人々の生活を支
える里山としての歴史を刻んできました。何でもない山に見える城山は、実は津久井
の人々の数百年にわたる営みが刻みこまれた、まさに「宝の山＝宝ヶ峰」なのです。
　都市近郊の緑や城跡をはじめとする文化財の多くは、戦後の都市化の波にさらさ
れ、残念ながら失われてしまったものも少なくありません。しかし、先祖代々その心
の中にかけがえのないものとして刻み込まれた城山は、地域の皆さんの熱意と努力に
より今日まで守られてきました。そして、この津久井城に象徴される「宝ヶ峰」の素晴
らしさを、より多くの皆さんと分かち合い、後世に伝えたい、という地域の皆さんか
らの要請を受けた神奈川県は、この歴史的な価値を包み込んで広がる里山を、より
多くの皆さんが将来に渡って親しめる場とするため、都市公園として、整備・活用し
ていくことにしました。
　公園づくりに当たっては、地元の市民や専門家の皆さんとの意見交換を定期的に行
い、また、その初期段階から幼稚園・保育園の子どもたちによる花植えや小中学生
向けの発掘体験、畑づくりや公園収穫感謝祭などを行い、幅広く世代を超えて愛さ
れる公園づくりを意識しながら地域に寄り添い、時間をかけて進めてきました。そして、
公園整備の着手から20年が経過した現在、年間40万人を超える皆さんに来園してい
ただけるまでになりました。

〜 500	年ぶりに烽火が上がる〜　収穫感謝祭にて（パークセンター前）
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　津久井城は、北方に武蔵国、西方に
甲斐国に接する相模国の西北部に位置
しています。そして、八王子方面から
南下して厚木・伊勢原を経て東海道に
至る八王子道と、江戸方面から多摩丘
陵を通り、津久井を東西に横断して与
瀬（相模湖地区）・吉野（藤野地区）
付近で甲州街道に達する津久井往還、
また眼下には古来重要な水運のルート
であった相模川が流れていることなどか
ら、地埋的要衝の地であることがわか
ります。
　また津久井地域はその豊かな山林資
源から、鎌倉時代後期には北条得

とく

宗
そう

家
け

（鎌倉幕府の北条氏惣
そう

領
りょう

の家系）の直
接支配下に置かれ、南北朝期以降は足
利将軍家代々の直轄領である御料所（将
軍家領）となっていたことが分かってお
り、中世の早い時期から経済的、また
軍事的にも重要な地域として認識され
ていました。
＊歴史上、「津久井」の地名が登場するのは
1411年の『真覚寺観音堂棟札』ですが、当時
は「奥三保」（おくさんぽう、あるいはおくみほ）
と呼ばれていました。

　1349年、室町幕府将軍足利尊
たか

氏
うじ

は
東国の統治のための鎌倉府を置き、足

利基
もと

氏
うじ

を鎌倉公
く

方
ぼう

（長官）に、上杉憲
のり

顕
あき

を関東管
かん

領
れい

職に任じ後見にしました。
鎌倉府は関東の豪族たちに支えられ、
また与えられた権限も大きかったため、
しばしば幕府と対立し、それは幕府に
より任命された補佐役である関東管領
上杉家との対立にもつながりました。
　鎌倉公方第4代足利持

もち

氏
うじ

は幕府方と
対立、調停に腐心した管領上杉憲

のり

実
ざね

と
も対立し合戦におよび、持氏は自刃しま
す。その後、その子成

しげ

氏
うじ

が鎌倉公方と
なりますが、上杉氏や今川氏らとの対
立が続き下

しもうさ

総国古
こ

河
が

城（古河市）に拠
点を移し、古河公方となります。また新
たに鎌倉公方として派遣された足利政

まさ

知
とも

は騒乱から鎌倉に入れず、伊豆国堀
越（伊豆の国市）に御所を置き、堀

ほり

越
こし

公
方となりました。この古河公方と幕府・
堀越公方・関東管領上杉家との対立に
在地武士が連動し、15世紀後半、関東
地方を二分した争いが続けられました。
　上杉氏は代々関東管領職として守護
及び地頭の管理に当たり、政務を執り
仕切る一方で、関東一円の軍事などを
掌握しました。管領職を世襲した山内
上杉家は上野・武蔵・伊豆を中心に勢
力を誇り、分流の扇

おうぎがやつ

谷上杉家は相模（伊
勢原市糟

かす

屋
や

）に拠点を置き、相模国守
護を務めていたとされます。

　戦乱が続く中、山内上杉家の重臣長
尾家の一族景春が家督相続をめぐり叛
乱を起こします。相模北部の在地武士
団の本間氏や海老名氏、金子氏、溝呂
木氏らは景春に味方し蜂起しました。
　この乱を鎮めるため扇谷上杉家の重
臣太田道

どう

灌
かん

は相模から上野・武蔵の武
士団を動員し景春勢を鎮圧します。相
模では景春与党の小沢（愛川町）、溝呂
木（厚木市）、小磯（大磯町）の城を攻
め落としています。また道灌の弟の資

すけ

忠
ただ

が率いる軍勢が奥三保に陣取った本
間氏、海老名氏、甲州住人の加藤氏と
戦い、これを撃退したという記録があ
ります（『鎌倉大草子』、『太田道灌状』）。
その後、幕府と古河公方との和睦が成
立しますが、山内・扇谷上杉両家の関
係は微妙になっていたようです。

　早雲は今川氏の下で興国寺城（沼津
市）の城主となり、堀越公方を追い、
韮山城（伊豆の国市）を築き伊豆国を支
配するようになります。その後、山内・
扇谷両上杉家の抗争の間隙をついて、
1495年に扇谷家と対立していた大森氏
の居城・小田原城を奪取しました。引
き続き上杉方の岡崎城（平塚市、伊勢
原市）および新井城（三浦市）を落とし

て、1516年頃までには、ほぼ相模一国
を掌握しました。
　この時に反上杉氏の立場に立った長
尾景春らと吉

よし

里
さと

一族が「津久井山」に
拠り早雲に味方して戦ったこと（1510
年『上杉顕定書状写』）、また扇谷上杉
朝
とも

良
よし

と三浦義
よし

同
あつ

が「津久井山」を攻めた
記録（『三浦系図伝』）があります。

 
 

一
　
津
久
井
城
に
つ
い
て

伊玄相背キ、帯刀左衛門尉・吉里一

類津久井山ニ移リ候、宗瑞ニ一味

候哉

◆原典『歴代古案・三』所収文書　
津久井町史資料編　所収

　山内上杉顕
あき

定
さだ

が家臣長尾景長に宛
てた書状で、伊

い
玄
げん

（長尾景春）と（長
尾）帯

たて
刀
わき

左
さえもんのじょう

衛門尉、吉里一族が津久井
山に移り、宗瑞（北条早雲）に味方し
て戦っていることを伝えています。　 
　この津久井山が津久井城だとする
と、このころまでには現在の地に城か
砦が築かれていたものと思われます。

『上杉顕定書状』1510年
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伸びてくるなかで従ったものと考えられ
ています。
　『妙法寺記』1525年の条に「此年武
田殿ト新九郎殿ト合戦ヒマナシ、（中
略）津久井ノ城未ダ落ズ」という下りが
あります。
　この頃、後北条氏と敵対していた甲
斐武田信虎は上杉氏の要請を受け津久
井の城（津久井城か？）を攻めています。
このことから津久井城主内藤氏は後北
条氏に従う存在であったと考えられま
す。1532年から始まった鶴岡八幡宮再
建工事では「内藤又御家風ニ参上ス」と
あり、家臣として参加していたようです。
また３代康行の北条氏康から名前の一
字拝領からも後北条氏の支配下に入っ
ていたことがわかります。

内藤氏系図
　これまでの研究から、津久井城主と
しての内藤氏は大和入道から直行まで
５代続いたと考えられています。

　また、津久井町
史編さん事業の際
に確認された1648
年の「青山村光明
寺領改帳」には右
の記載があります。

　津久井城の築城は、鎌倉時代三浦
半島一帯に勢力を誇っていた三浦一族
の津久井氏（築井とも書く）によるとい
うのが通説となっています。これは「三
浦大

おお

介
すけ

義
よし

明
あき

の弟、二郎義
よし

行
ゆき

が三浦半島
の津久井を領し、津久井姓を名乗った
こと」、「その後愛甲郡北部の地を領し
たこと」、「鎌倉時代津久井義

よし

胤
たね

が宝ヶ
峰に築城し、これを津久井城と呼んだ
こと」を伝えている『新編相模国風土記
稿』や『築井古城記』の碑などに基づく
ものです。しかし、鎌倉時代に三浦津
久井氏の勢力が津久井地域にまで及ん
でいたとは考えにくいことから、この説

は伝承の域を出ません。

　津久井城主内藤氏をはじめて史料に
みることができるのは、青山光明寺所
蔵の1524年12月９日付の『内藤大和入
道寄進状』です。これには「青山光明寺
に菜園を寄付した」とあることから、内
藤大和入道は、津久井城主であり、土
地を寄進できる立場にあったことが分
かります。内藤氏の出自ははっきり分
かっていませんが、戦国時代のはじめ
頃は鎌倉公方足利氏、そして扇谷上杉
氏の国人衆として津久井領を治めてい
たものが、北相模に後北条氏の勢力が

Topics
　築井古城記（山頂の石碑）や『新編相模
国風土記稿』をはじめ、いくつかの史料に
城主として内藤景定・景豊の名前がみら
れます。山麓の功雲寺は津久井城主内藤
景定を開基とし、その墓地や寄進状など
が残されています。このようなことから津
久井城を解説した資料は、景定・景豊を
城主として説明してきましたが、先に述べ
た内藤氏（大和入道－朝行－康行－綱秀
－直行、大和入道－法讃－綱秀－直行）

との関連性は解明されていません。

内藤大和入道寄進状

功雲寺　伝津久井城主内藤氏の墓
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　後北条氏は、戦国時代に関東一円を
支配した戦国大名です。鎌倉幕府執権
職の北条氏とは別の氏族で、現在では
それと区別するために「後北条氏」また
は「小田原北条氏」と呼んでいます。伊
豆から進出して、小田原に本拠を構え
た北条早雲（伊勢宗瑞）が後北条氏の
祖ですが、実際に北条姓を名乗ったの
は二代の氏綱からです。後北条氏は早
雲、氏綱、氏康、氏政、氏直の五代、
約100年にわたって小田原城を本拠地と
して関東の大部分を治めました。
　早雲は1495年に小田原城を奪取した
後、支配を拡大し、1516年には三浦氏
を滅ぼし相模全域を手中にしました。
後北条氏はその後、支配を広げ、その
最大領地は伊豆・相模・武蔵・下総・
上野に加え安房の里見氏と同盟、下野・
駿河・常陸の一部と、非常に広大なも
のでした。

　戦国大名は領土を守るため、いたる
ところに支城を置き統治していました。
広大な領土内ではスムーズな連絡体
制、兵の移動は大きな課題です。そこ
で「支城制」と呼ばれる支城を結ぶネッ
トワークができました。支城には情報
連絡用の「伝えの城」、兵移動、駐屯

用の「つなぎの城」、敵国との最前線で
ある「境

さかい

目
め

の城」などがあります。津久
井城は、甲斐の武田氏などに対する境
目の城として最前線にあっただけでな
く、田代城や細野城といった城や、多
くの烽

のろし

火台
だい

を束ねる有力な支城でもあ
りました。

　後北条氏は、本拠地である小田原城
から支配を拡大していきました。そして
重要な支城には北条氏照や氏邦といっ
た一族を城主として置き、また各地の
国人（有力な土豪）らを取り立てて城を
任せるとともに、家臣団として組織し、
支城を中心とした支配体制を築いてい
きました。津久井城主内藤氏もそのう
ちの一人で、内藤氏を中心に「津久井
衆」が組織されていました。

　戦国大名は家臣に対して貫
かん

高
だか

（知行
地から得られる収入）を給与し、家臣
はその給与に対し、軍役などを負担す
ることが義務付けられていました。後
北条氏は他の大名に先駆けて検地を行
い、貫高制のもとで家臣を小田原衆、
津久井衆、玉縄衆というように、本城、
支城単位に組織化し、主従関係の強化
や中央集権化を図りました。

後北条氏領地変遷図
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　1559年に北条氏康の指示により『小
田原衆所領役帳』（以下、『所領役帳』）
が作られました。『所領役帳』とは家臣
の知行高を調べ、所領役、つまり軍役
や普請役（労役）、出銭（費用の拠出）
などを賦課する際の基本となる台帳の
ようなもので、各衆別（小田原衆、御馬
廻衆、玉縄衆、江戸衆、松山衆、伊豆衆、
津久井衆など）の家臣個々の知行地とそ
の貫高 （所領高）、更に軍役として動員
すべき人数などが記載されています。
　津久井衆の項には津久井城主内藤左

さ

近
こんの

将
しょう

監
げん

を筆頭に内藤兵
ひょう

部
ぶ

少
しょう

輔
ゆ

、井上
加賀守の重臣らしき名前が書かれ、あ
とは村ごとに貫高と家来衆の名前が記
されています。ほとんどが10貫文に満
たず知行割もないことから、津久井在
来の小土豪が内藤氏に従ったものと考
えられています。

 貫　高

　土地面積を銭貨（貫文単位）により
表示したもので、後北条氏の領国では、
田は１反（1000㎡）当たり500文、畑
は150 〜200文とされていました。

　『所領役帳』には、甲斐の武田方と接
する一部の地域に「敵

てき

知
ち

行
ぎょう

半
はん

所
しょ

務
む

」（吉
野村・沢井村・小淵之村）、「是モ半所務」

（日連之村・那倉之村）と記されていま
す。これらの村々は、後北条氏と武田
氏の領主に半分ずつ年貢を納めること
で紛争を回避していたと考えられ「半

はん

手
て

」とも呼ばれます。

　一帯が権力関係の入り組んでいた地
域であり、その他にも「八カ村内ニテ小
山田所務分」と武田家重臣の小山田氏
が所務する土地があるなど、複雑な領
有関係があったことが想像されます。
　このような領国の境目特有の微妙な
状況下で編成されていたのが津久井衆
であり、津久井城主内藤氏がそれを統
括していました。

一
　
津
久
井
城
に
つ
い
て

『小田原衆所領役帳』にみる津久井衆と知行役高・知行村
姓名 知行役高 知行村名

内藤左近将監 1002
貫
808文 愛甲・岡田郷・酒井

郷（中郡）、河尻村・
中沢村・八菅熊坂
村・三井村

内藤兵部少輔 100貫 500文 林郷（中郡）
井上加賀守 65貫 750文 煤ヶ谷（中郡）
野口遠江守 55貫 磯辺内
井上主計助 53貫 青根村・鳥屋村・牧

野村
矢部修理亮 40貫 久松村
守屋若狭守 34貫 950文 佐野川村・与瀬村
野呂左京亮 16貫 627文 三加木村・若柳村
井上左京亮 16貫 中村（中野村）
小嶋新右衛門 14貫 千木良村
井上雅楽助 12貫 750文 煤ヶ谷（中郡）
井上杢助 12貫 750文 青山村
守屋雅楽助
守屋四郎左衛門

12貫 300文 日連村

文入兵庫助 11貫 千木良村
金子新五郎 10貫 小沢
大塚図書助 8貫 吉野村
井上帯刀左衛門 7貫 500文 鳥屋村・長竹村
石井五郎左衛門 7貫 200文 与瀬村
守屋大炊助 7貫 佐野川村
石井助次郎 6貫 270文 与瀬村
石井藤左衛門 6貫 270文 与瀬村
尾崎掃部助 6貫 200文 日連村
井上左京進 6貫 130文 青山村・鳥屋村
石井四郎太郎 5貫 500文 与瀬村
井上隼人佑 5貫 500文 日連村
守屋縫殿助 5貫 500文 吉野村
中村隼人佑 4貫 532文 小淵村・沢井村
山口大炊助 4貫 250文 若柳村
井上甚三郎 4貫 200文 日連村
石井源左衛門 4貫 沢井村
山口雅楽助 3貫 870文 若柳村
中村帯刀左衛門 3貫 332文 小淵村
井上孫右衛門 3貫 鳥屋村
井上源五
井上三郎左衛門

3貫 鳥屋村

守屋雅楽助 3貫 佐野川村
守屋四郎左衛門 2貫 800文 佐野川村
野呂中納言 2貫 600文 若柳村
井上源七 2貫 鳥屋村
大塚四郎左衛門 2貫 吉野村
山口侍者 2貫 若柳村
彦右衛門 1貫 700文 千木良村
三富 1貫 672文 若柳村
鈴木 1貫 600文 若柳村
井上五郎左衛門 700文 鳥屋村

『所領役帳』による津久井衆所領
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　津久井城の南方約3kmに三増峠があ
ります。この一帯を舞台に繰り広げら
れたのが三増峠の合戦です。
　1568年、武田信玄は今川氏真との
同盟関係を破棄します。駿河に侵攻し
た甲斐・武田信玄に対し、北条氏康
は今川家を支援し信玄と対峙する状況
となりました。翌1569年10月、信玄
は２万の軍勢を連れ上野から関東を南
下、鉢形城・滝山城を攻め小田原城を
包囲しました。しかし無理な城攻めは
行わず、城下に火を放ち、相模川沿い
に三増峠を越えて甲斐に戻る進路を取
りました。これに対し、小田原城の北
条氏康・氏政父子は追撃、息子の氏照

（滝山城主）と氏邦（鉢形城主）ら２万の
軍勢を三増峠に向かわせ、待ち伏せし
て挟み撃ちとする体制をとりました。信
玄は自ら三増峠の麓に陣を張り、そこ
に北条軍が攻めかけ激戦となりました
が、結果は北条氏康、氏政父子の軍勢
が到着する前に、逆に山県昌景隊との
挟み撃ちにあい北条軍は総崩れとなり、
武田方が勝利、両軍の死者は4000人
を超えたとされます。
　『甲陽軍鑑』によると、信玄は小幡重
貞軍を長竹村の「囲い沢（隠し沢）」に
配置し、津久井城を牽制しました。内
藤氏と津久井衆は津久井城に釘付けと
なり出撃できなかったようです。

　山麓の三増や韮
に ろ う ね

尾根では、以前は
耕作中に鎧冑の破片や人骨などが見つ
かったということです。現地には戦さに

ちなむ地名や伝承が残され、激しかっ
たであろう合戦を今に伝えています。ま
た、毎年秋には三増合戦祭りも開催さ
れています。

津久井城からの眺望（南〜西側）　　　

伝承マップ ※地図は国土地理院発行の1/50000地形図（八王子・上野原	2007発行）を使用
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　右の図は三増合戦の絵図です。江戸
時代に描かれたものですが、数多くの
絵図が大名家に伝わり残されています。
歴史上に名を残す合戦が多いなかで、
わずか１日で終わった山岳戦が今に伝
わっている理由の一つとして、江戸時
代には甲斐武田氏の軍学が主流であっ
たことが挙げられます。講義用に模写・
使用されたものと考えられています。
　三増合戦の絵図は複数ありますが、

絵図中には三増山中の両者の陣立てに
加えて「津久井城」、「囲い沢（隠し沢）」
など、戦さのポイントとなる要素も書き
込まれています。合戦の際に津久井城
の城兵はなぜ出陣しなかったのか？　
そんなことを講義していたのかもしれま
せん。
　右の絵図では津久井城に４層の建物
がそびえていますが、もちろん史実では
ありません。

■三増合戦の伝承
・信玄道
　武田軍が利用されたとされる古道を「信
玄道」と呼んでいます。武田軍に皮肉を
こめて「信玄逃げ道」とも呼ばれます。

・槍小僧（石ヶ沢）
　津久井城牽制のため武田方が槍を持っ
た人形を並べたと伝えられます。

・いやが坂とそわずが森（韮尾根）
　信玄は戦さの足手まといになると従って
いた女人を殺したそうです。その場所を
「いやが坂」、また女人が葬られた場所を
「そわずが森」と言います。

・柿沢の姓（韮尾根）
　信玄が引き上げる際に立ち寄った民家で
茶菓子としてさし出された柿を大いに気
に入り、柿沢の姓を与えたとされます。

・梅の木平
　中峠一帯を指し、信玄が戦闘の指揮中
に梅を所望したところ、たわわに実った
ことから梅の木平と呼ばれます。

・富士の森（富士塚　金原）
　信玄は富士の見えるところで戦さをして
負けたことがないとされ、三増合戦の時

に、その縁起を担ぎ、金原に富士山の
かたちをした小山を築いたとされます。

・囲い沢（隠し沢　沼）
　津久井城を牽制するために兵を隠したと
されることから囲い沢の名称がついたと
されます。

・松明がわりにされた光明寺（青山）
　引き上げの際に、光明寺で松明を借りよ
うとしましたが、断られたことから、寺
に火をつけ松明がわりにしたとされます。

・信玄もろこし
　信玄は金原のモロコシに提灯を結びつけ
て城山の内藤勢を脅したそうです。重さ
でモロコシの首が曲がり、兵の血で茎が
赤く染まったそうです。以来、牛の飼料
として作る穂が赤いモロコシをシンゲン
モロコシというそうです。また、信玄が
鉄砲を撃とうとしたとき、邪魔なモロコ
シを睨んだら、モロコシがうなだれて首
が曲がってしまったことから穂が大きく
垂れたモロコシもシンゲンモロコシとい
うそうです。

『三増合戦之絵図』岡山大学附属図書館所蔵
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　津久井城は自然の地形を巧みに利用
して築かれた山城で、戦国時代の「根
小屋式山城」の様子をよく伝えています。
現在見られる遺構は後北条氏により整
備されたものと考えられます。
　遺構は山頂部から中腹、山裾（根小
屋）とその周辺に広がり、山頂部一帯に
は、「本城曲

くる

輪
わ

」と「太鼓曲輪」、飯
いい

縄
づな

神
社のある「飯縄曲輪」を中心に、各尾根
に小規模な曲輪が放射状に連続して配
置されています。さらに東に延びる尾根
上には「鷹

たか

射
うち

場
ば

」と呼ばれる曲輪があり
ます。遺構としては、曲輪、土塁、堀切、
竪堀および水の手（井戸）などがあり、
石積みも散見されます。
　一方、根小屋部は、城山西南麓の「根
本」および「城坂」、西北麓の「小網（北
根小屋）」、南麓の「荒久」「西荒久」、
および東南麓の「馬込」一帯に広がって
いたと考えられ、根本・城坂では、御
屋敷、馬場、馬屋小屋などの地名が残
され、発掘調査において城主の居館跡
が見つかっています。
　他にも、西麓「小峰山」にも小規模
の曲輪が見られ、さらにその西方、功
雲寺境内およびその周辺に残る平場や
北麓の大蔵寺周辺の平場も、津久井城
に関連する施設遺構と考えられています。

根小屋式山城
城には築かれた場所によって、山城、丘城、平城
などがありますが、独立した山や尾根上などに築
かれたものが山城です。根小屋式山城とは、山麓
に屋敷地を設けた山城で、戦さになれば詰城部に
登ります。

根小屋
山城は曲輪の面積が狭いために城主や家臣の屋敷
などは山麓に置きました	。それらの屋敷地一帯を
根小屋（別に根古屋など）といいます。主に東国で
用いられた語であり、後に集落の地名となったとこ
ろも多く、津久井城下でも「根小屋」、「北根小屋」
が残ります。

相州津久井古城図
　右の絵図『相州津久井古城図』（以下『古城図』）
は、狛江市石井家に伝えられたもので、津久井城
が落城してから約60年後の1648年に描かれたも
のです。城郭研究をしていた同家のご先祖様が城
跡を調査し作成したと伝えられています。当時、幕
府は諸藩に城郭を含んだ城下町の地図作成を命じ
ており、その一環として廃城となった津久井城も描
かれた可能性があります。
　いずれにしても往時を知る貴重な資料です。

三
　
津
久
井
城
の
遺
構
を
歩
く
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●堀切（ほりきり）	尾根や台地の鞍部に敵
の移動を妨げる目的で、通路を遮断する
ようにＶ字に掘られた堀。
●竪堀（たてぼり）	斜面の方向に沿って、
縦方向に設けられた堀。横移動を防ぐほ
か、外敵の侵入路を限定し、城側からの
攻撃をしやすくする役割も持っていた。そ
の他にも通路や排水路としての役割を持っ
ていた。

●切岸（きりぎし）	山腹の切り立った斜面
をさらに削り、急峻に加工した場所。
●縄張（なわばり）・縄張図	曲輪や堀、
門、虎口などの配置。城を築く際のグラン
ドプラン。施設の配置を平面に描いたもの
が縄張図。
●帯曲輪（おびぐるわ）	細長く帯状の曲輪。

　これまでの調査に基づき
書き起こしたイラストです。

●曲輪（くるわ）	郭とも書く。城や砦の区
画を指し、周囲を土塁や柵で囲まれている
ことが多い。山城では、尾根などの傾斜
地を削ったり盛り上げたりして平らな曲輪
を造りだしている場合が多い。
●土塁（どるい）	土を幾層も突き固めたり
しながら盛り上げた土手状の防御施設。

土居とも書く。
●虎口 （こぐち）	小口とも書く。曲輪の入口。
●大手 （おおて）	城の表口のこと。「追手（お
うて）」とも書く。表口への道を大手道とい
う。大手以外は搦手（からめて）という。
●桝形（ますがた）	門と門に囲まれた通路
幅以上の広がりを持つ方形の空間。
●空堀（からぼり）	水をたたえた水堀に対
し、水のない堀を空堀という。

城郭用語

家老屋敷

飯縄神社
〈堀切〉

鐘撞堂・烽火台

〈堀切〉 鷹射場

十兵衛山

小倉

荒久

〈ジグザグの堀〉

左近馬屋城坂

しんでん

馬屋小屋
馬場

飯縄曲輪群

太鼓曲輪
引橋　剣先

本城曲輪群

みはらし
タイラク主水

〈畝状竪堀〉

大手道

くるま坂

土蔵

牢屋の沢

おじんや

小峰山

こいじ

根小屋諏訪神社

不動平

耕雲庵

御屋敷

馬場

本城曲輪
米蔵

松尾米蔵 米曲輪

〈竪堀〉
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　標高375mの山頂の本城曲輪および
太鼓曲輪と、飯縄神社のある東峰の飯
縄曲輪とのそれぞれの主要部を中心に、
各尾根に小曲輪が階段状に配置されて
います。稜線部には敵の動きを防ぐため
３箇所に堀切が、また山腹には谷筋を
掘削・拡張した長大な竪堀が何本も掘
られています。

　本城曲輪は津久井城の中心で、戦時
に城主や兵がたてこもる最後の砦です。
周囲の尾根には何段もの連続する小曲
輪や虎口、また麓まで続く長い竪堀が
掘られるなど、とても堅固な作りになっ

ています。
　中央の土塁に囲まれた、狭い空間が

「本城曲輪」です。その周りには、「土
蔵」「米曲輪」「米蔵」「松尾米蔵」など
と呼ばれる曲輪があり、戦国時代当時
に、どこに何があったかを知る手がかり

となっています。また、
北東側の小さい曲輪に
は井戸の跡も残ってい
ます。
　発掘調査の結果、「も
ん」と呼ばれていた場所
からは曲輪への入口施
設（石敷きの階段や門
の基礎石）が見つかっ
ています。

　本城曲輪と太鼓曲輪の間には堀切が
設けられています。『古城図』には橋が
描かれていることから、この場所には
堀切を渡る木橋が架けられていたもの
と思われます。
　木橋の構造は非常時には簡単に取り

壊したり、移動したりすることができる
ものだったと思われ、敵が攻めて来た
際には橋を手前（本城曲輪側）に引いて
敵を渡らせないようにしたものと考えら
れます。
　

稜線部縄張図

※詰城部は史料では「高山」と
　呼ばれていました。

本城曲輪周辺見取図
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　根小屋から城坂、く
るま坂を登りつめ堀切に
出て、そこから本城曲輪
に向かう際に通る、しゃ
もじの形に削られた平場
が「太鼓曲輪」です。飯
縄曲輪方向に対する防
御を固めていて、広くなっ
た部分は東側を土塁で
囲み、斜面を急角度に
削り落とし切

きり

岸
ぎし

としてい
ます。
　 太 鼓 曲 輪 の西 端は

「剣
けん

先
さき

」と呼ばれ、その
先は堀切となり、本城
曲輪へは堀切を渡って行くことになりま
す。現在、本城曲輪に登る道は南側に
つくられていますが、当時の城道は北
側の急斜面を登っています。
　太鼓曲輪という伝承名は陣太鼓を
打ち鳴らしたことに由来するのでしょう
か。山麓の功雲寺には、城主内藤氏が
寄進したとされる陣太鼓が所蔵されて
います。

　太鼓曲輪の東端から細い道を降りる
と、家老屋敷にたどりつきます。家老
屋敷は三角形の曲輪で、山の斜面を削

り出して平たく造成しています。曲輪の
両裾には戦国時代の石垣が残っていま
す。家老屋敷の下方には、曲輪がさら
に２段、並んで造成されています。

◇□□□□□□□□□

二
　
城
山
を
歩
く

Topics
　『築井古城記』の碑は、山頂、本城曲
輪の土塁上に建てられています。建立年
月日は明らかではありませんが、1816（文
化13）年11月28日に撰文したと記され、
津久井城の築城の由来や城主内藤氏の
系譜などの一説が刻まれています。
建立者は根小屋村名主の島崎律

ただ
直
なお
で、

縁せき者である国学者小山田与
とも
清
きよ
を介し

て、当時のそうそうたる著名人が碑の建
立に関わりました。

・題字（築井古城記）　
	 幕府老中として寛政の改革を		
	 行った松平定信
・撰文（せんぶん／原文の作成）　
	 幕府儒官の大学頭林衡（だい		
	 がくのかみはやしたいら）。
	 実際には門下筆頭で林家学長	

	 の松崎慊
こう
堂
どう
とされます。

・書（原文を書写）　　
	 国学者で幕府奥祐筆の源

みなもとのひろかた
弘賢。

	 当代一の名筆家と言われた。
・刻字　　　　　　　　
	 広

ひろ
瀬
せ
群
ぐん
鶴
かく
。

	 江戸時代を代表する石刻家と	
	 言われた。

　この碑の大きさは、高さ150cm×
幅80cm×厚さ20cmです。重さは約
700kgになります。山頂まで運び上げる
のは、さぞ大変だったことでしょう。ち
なみに５万両の費用がかかったと伝えら
れていますが、現在のお金に換算すると、
いったい幾らになるのでしょうね？

相模原市指定有形文化財
（歴史資料：2007年４月１日指定）

戦国時代の石垣

太鼓曲輪周辺見取図
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二
　
城
山
を
歩
く

　飯縄神社は「飯
いい

縄
づな

権
ごん

現
げん

」を祀っていま
す。飯縄権現は不動明王の化身で軍神
として戦国武将に受け入れられていまし
た。後北条氏は関東の飯縄権現信仰の
中心地である高尾山を厚く庇護してお
り、津久井城でも同じように祀られたと
考えられます。現在では農耕や火除け、
商売繁盛などの神様として信仰されてい
ます。

　宝ヶ池は、津久井城の水の手（溜井）
の一つです。水は、戦さはもとより、
城中の生活に欠くことのできないもので
す。『新編相模国風土紀稿』は「水が白
く濁っていることから城兵が刀を研いだ
という伝説がある」と伝えています。
　池は現在でも枯れることなく水をた
たえています。

　飯縄権現の南側の曲輪は、鐘撞堂と
も烽火台とも伝えられています。烽火（狼
煙とも書く）も鐘も、ともに当時の情報伝
達手段でしたので、烽火台として使われ
ていたのかもしれません。さらに南側の
曲輪は「みはらし」といわれ、付近一帯
の眺望が開ける場所です。

Topics
　上野原の大倉地区には「望郷の鐘」の
話が伝えられています。
　大倉地区の要害山には鐘撞堂と呼ば
れる場所があります。この鐘は美しい音
色を遠くまで伝えていたそうです。いつ
の戦いかは定かではありませんが、攻め
入った後北条軍がこの鐘を戦利品として
津久井城に持ち帰ったそうです。津久井
城では合図に使うため立派な鐘撞堂を造
り、試しに鐘をついたところ、その音は

「ゴォーン　オークラ　オークラ」と誰が
聞いても故郷を思い、悲しくむせび泣い
ているようだったのだそうです。たまりか
ねた城兵は、鐘を打ち砕き新しく鋳なお
して叩いてみたのだそうです。そうしたと
ころ鐘はやはり「ゴォーン　オークラ　
オークラ」と鳴るのだそうです。鐘の怨念
を恐れた津久井城では、功雲寺附近に
ある池に鐘を沈めてしまったそうです。

（上野原町誌より）

　「飯縄神社」を中心とする曲輪群で、
天
てん

狗
ぐ

山とも呼ばれていたようです。堀切
（鞍部）から「飯縄曲輪」に登るには、現
在は山頂に鎮座する飯縄神社の参道・
階段を登っていますが、当時の城道は
空堀状になっていて、山頂の手前（西
側）にある土塁の切れ目を入り、多少曲
折しつつ階段の手前を大杉方向に折れ
西→北→東へと回り込み到達したと思
われます。
　「飯縄曲輪」は、長方形の平場で、こ
の曲輪にとりつく帯曲輪の外縁には部
分的に土塁の跡が見られます。南側に

は「鐘撞堂・烽火台」、「みはらし」と呼
ばれる曲輪が続き、その先にも数段の
平場が確認されています。
　北側の曲輪には津久井城のシンボル
大杉（2013年夏の落雷で焼け落ち、根
元から5mが残っています）があります。
樹齢900年とされていますので、内藤
氏の時代には既に400年の古木だった
ことになります。東側最下部には宝ヶ池
と呼ばれる「水の手」があり、さらにそ
の先は飯縄曲輪と鷹射場とを隔てる堀
切となっています。

宝ヶ池

飯縄曲輪群見取図
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　山城では、城主をはじめ家臣のほと
んどは、平時は根小屋に住んでいました。
　津久井城の根小屋部の一角には「御
屋敷」または「御屋敷跡」と呼ばれるひ
ときわ大きな曲輪があります。この曲輪
は城主内藤氏の居館があったとされる
場所で、『古城図』にも「内藤左近屋敷」
との書き入れがあります。周辺には、
御屋敷をとりまくように「馬場」「馬屋

小屋」「しんでん」などと呼ばれる大小
の曲輪が配置されており、これらは西
側に流れる牢屋の沢とともに御屋敷を
防御していたと考えられます。また発掘
調査の結果、御屋敷としんでんは、16
世紀初頭から天正18（1590）年の落城
を経て、江戸時代のはじめまで使用さ
れた痕跡が残っていました。

　御屋敷の南側下段は「しんでん」と呼
ばれています。この名称は江戸時代の
新田開発による伝承名で、戦国時代の
ものではないと考えられます。1664年
に作成された検地帳には、お陣屋が田
を持っていたことが記されています。田
は、しんでん周辺の沢筋に作られてい
たものと考えられます。戦国時代には
居館のあった御屋敷にはここから登って
いくことになりますが、現在の道と同じ
だったかどうかは分かっていません。

　「牢屋の沢」は、御屋敷一帯を守る
自然の堀となっています。江戸時代に
は陣屋の水

みず

牢
ろう

（水で罪人を苦しめる牢
屋）があったとされ、それが名前の由来
になったと考えられています。古老の話
によると沢が二又に分かれるあたりに水
牢があったとのことです。

　戦国時代の御屋敷は、現在よりもひ
とまわり小さな曲輪だったことがわかり
ました。土塁や堀、切岸によって防御、
区画されており、曲輪の中央よりやや
東の部分で掘立柱建物が確認されまし
た。掘立柱建物の周辺からは中国産の
陶磁器や天目茶碗など、城主居館にふ

さわしい遺物も出土しています。また焔
えん

硝
しょう

蔵
ぐら

（火薬庫）も発見されています。
　御屋敷は津久井城落城後、堀が埋め
立てられ、土塁が壊されるなどの防御
施設の破壊が行われ、江戸時代には礎
石建物や低い石垣、規模の大きな虎口
が構築されて、陣屋（代官所）に関係す
る施設が置かれたと考えられます。
　また「しんでん」では、戦国時代には
牢屋の沢に沿って土塁があり、その切
れ目付近に大型の柱穴が並んでいるこ
とが分かりました。おそらく現在の城
坂橋とほぼ同じ位置に橋が架かってい
たと考えられます。周辺では石敷きなど
も発見されています。また、土塁の切
れ目からしんでんに入ると、まっすぐに
は進めないように段

だんぎり

切が設けられてい
ました。敵を食い止めるための仕組み
だったと考えられます。

二
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牢屋の沢

御屋敷周辺見取図
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　曲輪には守備するものの名前が使わ
れることがあります。内藤氏の家老とさ
れる小倉の馬場家に伝わる古文書に、

「家臣筋之者」として「太
たい

楽
らく

小左衛門」の
名前があり、とても声が大きい方だった

そうです。また、津久井城の門番の声
はとても大きく東の「小倉」まで聞こえ
たという伝承もあることから、古城図に
タイラク主水と記された曲輪は、小倉
の太楽さんが守備していたのかもしれま
せん。

　御屋敷の北側の尾根筋に山頂まで続
く坂道が大手道（表口へ続く道）です。

『古城図』にも内藤左近屋敷から本城に
向けて描かれています。この大手道は
1987年に津久井城山を愛する会の皆さ

んによって確認されたものです。尾根を
つづら折りに登るこの城道は「馬道」と
も呼ばれ、馬二頭が並んで歩けたそう
です。現在でも道筋ははっきりしており、
広い場所では大手の威厳を示すように4
メートル近い幅で造られています。

　大手道の西側は牢屋の沢に
つながる急斜面。東側は山頂
から続く深い竪堀となってい
ます。山頂直下でその竪堀を
渡りますが、上部はよじ登る
ことさえできない切岸になって
います。堀を渡り「タイラク主

もん

水
ど

」と呼ばれる曲輪に入ります
が、ここから中心部の本城曲
輪に入るためには米蔵、米曲
輪の厳重な防御を越えなけれ
ばなりません。
　大手道は根本登山道から上
部は確認されていますが、御
屋敷から根本登山道の間は今
のところ不明です。山麓部は
江戸時代以降は畑として耕作
がされていたことから、その
過程で失われたものと思われ
ます。

大手道から本城曲輪一帯のイメージ図

大手道大手道東側竪堀

測量・踏査に基づく大手道ルート

※注意
大手道は遺跡保護と安全のため一
般には歩くことができません。公園
職員が同行・案内する場合に限り利
用して頂いています。詳細はパーク
センターで確認してください。

堀部分
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　津久井城の東端から東南部に位置す
る小倉・馬込、荒久は、さがみ縦貫道
路と津久井広域道路が整備されていま
すが、城主内藤氏の重臣であったと思
われる馬場氏ならびに大野氏の旧屋敷
地などが残されています。また北西麓
の小網（太井）も津久井城の根小屋にあ
たる地域です。

　荒久地区は串川とその支流の尻久保
川に囲まれ、小倉方面、三増峠からつ
ながる古道が津久井城と交差する位置
にあります。ここには津久井城主内藤
朝行が祥泉寺熊野堂を修築した際の棟

札に登場する代官大野三郎左衛門の屋
敷地と伝承される曲輪（現在は住宅地
となっています）を中心に、大規模な削
平地が連続しています。津久井城の南
方、三増峠方面からの備えとして家臣

の屋敷が置かれた可能性があり、大野
氏は津久井城南面の防備に責任を持っ
た家臣であったかと思われます。東側

では津久井城の時代から続いたと思わ
れる空堀状の通路、炭焼窯も見つかっ
ています。

　旧馬場家屋敷地と、その北側尾根筋
に連なる小曲輪群、および「一の沢」を
挟んで「飯縄曲輪」・「鷹射場」方向から
続く尾根の東端に当たる 「十兵衛山」
と、屋敷地・曲輪・物見台の施設が密
接に連関するように配置されています。
　また屋敷地の西南側には「馬場」の名
が残る広大な曲輪も見られ、津久井広
域道路を挟み東方に張り出した曲輪も
一連の防御施設を構成していたと考え
られます。
　これら遺構の様子からも津久井城の
東方の守備を担っていたことが十分に

想像できますが、一方で内藤氏の時代
に敵方であった甲斐国方面（津久井城
からみると西側）ではなく、東側を向い
ていることから、現在残る（内藤氏が
整備した）津久井城以前からあったもの
ではないかとの説もあります。

　津久井城の北西麓にあたり北根小屋
の通称が残っています。この付近は宅
地化により往時の姿を想像することは
難しくなっていますが、公園内の不動
平や耕雲庵跡と呼ばれる曲輪、現在の
小網諏訪神社一帯、また大蔵寺がある
曲輪などは根小屋を構成する遺構の一
部と考えられます。この地域の北側を
往時の武蔵～甲斐を結ぶ街道が通って
いたこと、また相模川があることから、
この方面への防備を固めるために小曲
輪群を配したものと考えられます。

二
　
城
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（北根小屋）

大野三郎左衛門屋敷地周辺（1995年撮影）

小網山麓（1995年撮影）馬場から馬場家屋敷地周辺	（2005年撮影）

小倉道

大野三郎左衛門屋敷地

馬場家屋敷地

家臣屋敷

寿性院跡
（現 大蔵寺）

不動平
耕雲庵跡

旧小網諏訪神社
十兵衛山

一の沢

馬場

荒久遺構見取図

小倉・馬込遺構見取図

小網遺構見取図
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　津久井城の城絵図は、二つのタイプ
に分けられます。一方は、津久井城内
の曲輪や堀、土塁などの城の構造、そ
れらの配置やつながり方、位置関係を
重視して描かれたもので、築城に関す
るテキストとして用いられたのではない
かと考えられます。
　もう一方は、周辺の街道や川、集落
との関係を重視して描かれたもので、
全てに三増峠が描かれています。これ
は三増合戦の作戦や用兵を語るテキス

トとして用いられたのではないかと考え
られます。
　ここでは、それぞれを代表する絵図
を紹介します。

●諸国古城之図より「相州津久井」
広島市立中央図書館浅野文庫所蔵

諸国古城之図は元広島藩主浅野家に伝えられた
177の古城が納められた城絵図の集成です。樹木
が点描で描かれています。周囲の川や集落、三増
峠との位置関係が分かるように描かれています。

　城絵図とは文字通り城を描いた絵図
のことです。城を造る際には設計図、
つまり絵図があったと考えられます。現
在、津久井城の絵図は14点が確認され
ていますが、残念ながらこれらの絵図
は戦国時代のものではありません。城
の構造が分かると簡単に攻め込まれて
しまうため最重要機密書類として扱わ
れ、落城の際などに処分されてしまった
ことが想像されます。これは津久井城
だけでなく戦国時代の城に共通するこ
とです。

　
　現在残っている絵図は全て江戸時代
に描かれたものです。お城や合戦のこ
とを教養（軍学・兵法）として学ぶため
に「古城」として描かれ、諸藩が積極的
に集めたもののようです。

●「相州津久井古城図」
神奈川県立公文書館所蔵

津久井の郷土史家が所蔵していたものを公文書館
が寄贈を受けたものです。曲輪と曲輪の関係や、
堀や柵、土塁が詳しく描かれています。
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三
　
津
久
井
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　豊臣秀吉から領地を与えられ関東に
入国した徳川家康は、各地に藩主や代
官を置いて統治を始めました。代官は
支配地に駐在するための陣屋を置いて
政務の拠点としました。津久井城は廃
城となったものの、政務・統治の拠点と
しての機能は引き継がれ、代官頭制度
のもとで代官が置かれ、御屋敷一帯は
再整備され津久井領を統治するための
陣屋が設けられました。現在のパーク
センター付近には「おじんや（御陣屋）」
の屋号で呼ばれた旧家があり、代官守
屋左太夫行広・行吉の陣屋の跡とされ
ていましたが、発掘調査の結果、大規
模な建物の跡などが発見され、その裏
付けとなりました。

　陣屋の成立年代は不明ですが、守屋
氏が着任した1608年には設けられ、津
久井領が一時期久

く

世
ぜ

領となった1664
年までには廃止されていたものと思わ
れます。背景には代官頭制度の改編や
江戸を中心とした物流体制の再編成が
あると思われます。寛

かん

文
ぶん

の検地帳によ
ると「おじんや」を含む周辺一帯は「村

そん

民
みん

持
もち

畑
ばた

」となっています。つまりこの時
までに陣屋一帯は畑になっていたと考
えられます。発掘調査でも、この頃建
物が廃絶されていることが明らかになり
ました。また荒川（津久井湖に沈んだ
荒川地区）には相模川と津久井往還の
物流を統括する荒川番所が設けられま
した。

Topics

八王子城が落城した際に、津久井城へ向かう伝令
武者が津久井城の落城を知り、落胆して馬から降り、
ムチ代わりの梅の枝を道端に突き刺したところ、こ
れが根付き花を咲かせたと伝えられます。「逆さ梅」
とも言います。現在の梅は1980年に植えられたも
のです。（所在地／相模原市緑区広田16-12付近）

　豊臣秀吉は1585年に関白となり、２
年をかけて四国・九州征伐を行い西国
をほぼ平定しました。そして1588年に

「関東・奥両国惣
そう

無
ぶ

事
じ

令
れい

」を出し、関東
と陸奥国・出羽国における大名同士の
戦いを停止させました。
　そのようななかで真田氏とのあいだ
で領土問題を抱えていた後北条氏は秀
吉の仲裁によって一旦は和解しました。
ところが後北条方の沼田城主が真田方
の名

な

胡
ぐるみ

桃城を占領する事件が起こり、
これを「惣無事令違反」として小田原攻
めが実行されました。
　天正18（1590）年４月、豊臣勢は、
徳川家康を中心とした総勢20万人を超
す大軍で小田原城を包囲、周辺の支
城は次々に落城、結局７月に小田原城
も開城し降伏しました。こうして、５代
100年にわたり関東を治めてきた後北
条氏は滅亡することとなりました。

　津久井城も、豊臣秀吉の小田原攻め
に伴って落城しています。津久井城を攻
めたのは徳川方でした。戦闘に関して
は4月に津久井城から出張った綱秀が
白根（伊勢原市）方面で徳川軍と交戦し
たこと、井伊直政勢が津久井城を包囲、
城から出てきた兵を討ち取ったこと、
6月に鳥居元忠の家臣が足軽頭を討ち
取った史料が残っていますが、大規模
な攻城戦の記録はありません。
　そして6月25日に家康が、家臣本多
忠勝らに城内の武器・兵糧をよく調べ
るように申し渡した、城の請け渡しの際
の史料が残っており、それが津久井城
の落城とされます。
　落城時、小田原城に籠城していた津
久井城主内藤直行は、北条氏直に従い
高野山に隠棲したとされています。また
津久井城に籠城したとされる内藤綱秀
はその行方が知られていません。

パークセンター付近空撮

御屋敷広場

パークセンター

陣屋関連施設が確認された範囲
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れ、樹木はもちろん枯葉や下草であって
も勝手に伐ることは禁じられていました。
山守の給料は幕府からは支払われず、
農家ごとに大麦や粟（銭の場合もありま
した）を出すなど、村全体で負担してい
ました。城山北麓に今も残る針葉樹の
林は、幕末の代官、江川太郎左衛門英
龍の時代に植林されたもので「江川ヒノ
キ」と呼ばれています。
　御林を守り伝えた歴史的な自然景観
であり、津久井地域の豊かな山林資源
を現代に伝えるものとして、平成27年4
月1日に相模原市の登録天然記念物とな
りました。

　津久井で養蚕が発展したのは江戸時
代の中頃と伝えられています。「城山の
てっぺんまで、植えられるところはみん
な桑畑だった」と言われるほど、山麓の
集落でも盛んな時期がありました。
　山間部の津久井地域は川があり多湿
なことから、桑の栽培や蚕の飼育に適
していました。また、八王子や上野原と
いった織物の生産地と近いことから、
家内工業として繭や生糸の生産が盛ん
に行われ、貴重な現金収入となってい
ました。

　鉄道や道路などの陸上交通が発達す
る以前、相模川を利用した水運は流通
上重要な役割を果たしており、川沿い
の村々には船を運航する特権が認めら
れていました。
　小倉や荒川など川沿いの村では、高
瀬舟を利用した物資の運搬をはじめ、
材木を筏に組んで運ぶ筏流しに多くの
人々が従事していました。昭和の初めま
では高瀬舟が厚木や須賀（平塚）との間
で往来していたそうです。また川の近く
に山を持つ人は薪や粗

そ

朶
だ

を簡単に伐出し
売れることから「小倉では鉈一丁あれば
暮らしていける」とも言われたそうです。

　雑木林はマキヤマと呼ばれ、冬になる
と一年分の燃料として必要な分が伐採さ
れました。当時、薪や炭は燃料として生
活と産業の必需品で、シバ（落葉）は堆
肥に利用されました。山中でも炭焼きが
行われ、炭焼窯の跡も残っています。

三
　
津
久
井
城
、
そ
の
後

　津久井城・城山は、戦国時代には山
城、また江戸時代初頭には陣屋（代官
所）が置かれるなど、常に津久井の中心
にありました。その後は江戸幕府・明治
政府の直轄林（御

お

林
はやし

→官林）となり、一
部は村人にも払い下げられました。この
頃は村人の多くが養蚕で生計を立ててお
り、城山にもたくさんの桑畑があったよう
です。また炭焼きも行われ、人々の生活
を支える生業の場となっていました。
　一方、風光明媚な相模川では舟下り、
屋形船による遊覧などが行われ、東京・
横浜方面から多くの観光客が訪れていま
した。津久井城・城山を観光地として
売り出そうと、昭和の初めには、登山道
や広場も整備されました。

　その後、養蚕の衰退とともに桑畑は
野菜畑や植林地へと変わりましたが、
城山は山麓の人々の日常に欠かせない
里山として、また歴史と自然が楽しめる
身近なハイキングコースとして、多くの
人々に利用されてきました。

　17世紀の中頃、城山は幕府財政を支
える木材や薪、炭などの林産物を産出
する幕府直轄林・御林となりました。
御林の管理は麓の村に任され、村から
選ばれた山守が管理にあたりました。
村には御林の維持のため、見廻り・下
刈り・間伐・植林、また幕府の要請に
応じて木材や薪炭などの納入が命じら 高瀬舟

城山御林絵図
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仕事です。通常は工事に伴う発掘調査
を教育委員会に依頼しますが、津久井
城の調査では、東海大学の石丸熙

ひろし

教授、
近藤英夫教授を中心に自ら遺跡調査団
を組織し、御屋敷の発掘調査を行いま
した。
　この調査は、相模原市に引き継がれ
現在も行われています。この毎年の調
査結果を反映して整備計画・設計案を
まとめ、専門家や地域の皆さんに公開、
調整する場として設けたのが「公園整
備と遺跡に関する調整連絡会」です。こ
こで出された意見や課題を再検討し事
業化を進めます。従来の公園整備が、
計画・設計→発掘調査（記録保存）→工
事、という手順で行われるのに対し、
ここでは、計画→発掘調査→設計→施
設設置箇所の発掘調査→必要があれ
ば設計の見直し→工事、というスタイル
をとっています。遺跡の保全と活用を図
る公園にするために、時間はかかりま
すがこのキャッチボールを大切にしてい

ます。
　そのような経験を経て、2003年には
根小屋地区の一部が開園、2006年に
は陣屋跡付近に公園パークセンター、
翌年には研修棟が完成しました。これ
ら拠点が整備されたことで運営面での
充実も図られ、歴史・自然を活かした
様々な活動が楽しめるようになっていま
す。
　津久井城の整備を念頭にした「津久
井城の整備に関する特別専門会」を組
織したのは2008年です。山頂部の調査
に先駆けての条件整理や発掘調査計画
の立案、整備計画の検討等を行ってい
ます。2011年からは「自然環境に関す
る連絡会」も立ち上げています。
　津久井城という文化財と豊かな自然
の活用と保全、「歴史的風景」の未来へ
の継承に向けて……。

　1970～80年代にかけて、津久井城・
城山周辺にも宅地化の波が押し寄せて
いました。国道413号沿いの太井や、
南麓の根本で開発事業の計画が進めら
れていました。一方では鎧作り、武者行
列など「津久井城山を愛する会」の活
動が注目され、また地域のシンボルとし
て活かそうと、地元団体から「城山・
文化の森宣言」が、郷土史家からは「津
久井城を守れ」という要望書が出される
など、そんな時代に公園計画が動き出し
ました。
　県も津久井城や津久井湖・城山ダム
などの一帯の持つ潜在的な魅力や可能
性に注目し、新規県立公園立地候補地
として選定、公園緑地や文化財保護の
専門家を交えた整備検討委員会をつ
くり1991年度から基礎的な調査をはじ
め、2カ年で「県立津久井湖城山公園
整備基本構想」、「同基本計画」をまと

めました。
　計画をまとめるなかでは、「公園の整
備は津久井城の遺構の破壊につながる
のではないか？」、「いや、公園だからこ
そ津久井城を活かせるはずだ！」、「自
然や歴史を身近に楽しんでもらうために
は園内を循環する園路が必要」、「山に
は、人工的な園路はいらないだろう」と
いうような核心をつく議論が噴出しまし
た。そして、1993年11月に都市計画決
定を行い本格的な設計に着手しました。
　整備は城山ダム完成時に造られた旧
津久井湖園地からはじまり、園地は季
節の花が咲き乱れる「花の苑地」と、津
久井湖と噴水がおりなす水景が美しい

「水の苑地」として生まれ変わりました。
　津久井城の調査に本格的に取りか
かったのは1995年です。公園事業者で
ある神奈川県津久井土木事務所（現在
の津久井治水センター）は、その名の通
り道路や河川の整備や維持管理が主な

調整連絡会議

陣屋跡（旧富岡邸、1995	年） パークセンター・研修棟一帯御屋敷（1995	年） 御屋敷広場
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歴史的な風景を保全する
・憶測によるデザインや史実にない施

設により誤解を招くことがないよう留
意しています。

・城坂橋より奥は、なるべく在来の植
物を植えることとし、山城の景観保全
に配慮しています。

地元に愛される
・誰もが気軽に関わることができるよ

う、地元への情報発信や意見交換に
努めています。秋の収穫感謝祭は、
地元の多くの皆さんに支えられて開催
しています。

・根本自治会館のサクラを残していた
だき、公園から見る風景の保全にご
協力を頂いています。

遺構の保全と活用
・風景や景観の保全や改善、過剰な利

用による遺構の破壊防止を目的に、
試行錯誤を繰り返しながら維持管理
を行っています。

・学術的な調査を分かりやすく伝えら
れるよう、展示や解説に配慮するとと
もに、支障のない範囲で調査の公開
など、参加の機会を設けています。

・津久井城をはじめとする中世城郭へ
の理解、津久井地域の歴史への理解
を深めるための書籍などの収集、関
係機関との交流、座談会の開催など
を行っています。

これからの取り組み
・文化財としての価値を損なわないよう

に配慮した公園整備を進めて行く過
程で、より多くの皆さんが、自らの意
思で関わることができる様々な機会を
提供し、情報や人材といった地域の財
産の集積と更なる高みと広がりを目指
しながら地域を支えていきたいと思い
ます。

　code 1－「地形改変」を避ける。
　code 2－「まがいもの」はつくらない。
　code 3－地元の「理解と協力と信頼」と。
　code 4－適正な「保存と活用を推進」する。

　公園の施設整備や管理運営に当たっ
ては、津久井城の持つ価値を損なわず、
更に育むことを念頭に、地域や文化財
関係者とのきめの細かい意見交換を通
じ、信頼関係の構築と試行錯誤を重ね
ながら進めてきました。今後、更に津
久井城の保全と活用の充実を進めるた
めには、津久井城に関わる全ての人が、
それぞれの立場から、津久井城のあり
方を考え、その考えを多くの人たちと共
有し、行動していくことが求められてい
るのではないでしょうか？

遺構の形状を保全する
・園路整備による遺構形状の破壊を回

避するため、バリアフリーに配慮した
特殊な基礎構造のデッキ園路を採用、
盛土をする場合でも最低限にとどめ、
原地形が確認できるようにしています。

・古道や境界木などを残し、かつての土
地利用が理解できるように配慮してい
ます。

・パークセンターなどの施設整備に当
たっては、人力施工を主とし、遺構面
を保護するために、盛土をしたり基礎
や部材の形を工夫することで、遺構
の破壊を回避しています。

「津久井城整備のための暗黙のコード」〜公園事業者の経験則〜

※津久井城談議より

特殊基礎の施工状況

発掘調査見学会

バリアフリー園路

竪堀を壊さず園路を整備 パークセンター一帯の盛土
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　1995年、城主の居館跡と伝承されて
きた「御屋敷」という曲輪を調査するた
めの調査団（団長／東海大学石丸熙

ひろし
教

授）が組織されました。現場調査には同
大学近藤英夫教授を中心に、東海大学、
明治大学の学生、公園計画を担当した
調査会社担当者、地元の建設会社も加
わりました。
　かつての土地所有者であった小川良
一さん、小俣英次さんからは、次の話
を伺いました。

小川良一さん
・戦時中サツマ芋を作っていたが、収
穫の際に作業していた者のひとりが鍬
の先に石をぶちつけ、掘り出そうとし
たら三尺もある切石だった。意地に
なって掘り返したところ、おびただし
い敷石があった。しかもその一つに
は中央に矢印が太く刻まれていた。
戦時中であったのでそれ以上の捜索
はやめ目印の石を置いたが、その石
の場所が不明になってしまった。戦
後復員してから掘ってみたが、敷石は
見つからなかった。

・耕作していると茶器の破片などがよく
出てきた。小判も出土している。

小俣英次さん
・祖父が耕作中に見つけたものとして、
べっ甲や銀製のかんざし、象牙の根
付け等を所有している。（パークセン
ターに寄贈いただきました）

・畑の南側に大きな石があるが、ここは
御屋敷の庭園跡だと伝えられている。

・東の方で石畳を見つけた。場所はだ
いたい分かる。

　当時、御屋敷には、木立のなかに「津
久井城山を愛する会」の根城？であった
小屋（会のメンバーがつくったログハウ
ス）があり、そこを調査団の拠点として
お借りしました。まず生い茂った篠竹刈
り、スギやヒノキの伐採からはじめ、8
月28日に小川さん・小俣さんの話をも
とに場所を設定したトレンチ（試掘坑）
の調査にとりかかりました。
　結果、伝承の通り、建物の跡など様々
な遺構が顔を出しました。それは「津久
井城は、間違いなくここに存在した。」
という確たる証拠でした。またお二人
のお話にあった、おびただしい敷石（実
際は、城が破壊された時に処分された
石だまり）や、東の方の石畳（実際には
焔
えん
硝
しょう
蔵
ぐら
の床）もみつかりました。

　次頁から発掘調査の結果を紹介し
ます。

五
　
津
久
井
城
を
掘
り
起
こ
す

べっ甲、銀製のかんざし「おびただしい敷石」は、
城が破壊されたときに処分された石だまりでした

「東の方の石畳」は焔硝蔵の床の石でした

「南側の庭園跡」は、
江戸時代初頭に使われた入口部分の石でした

調査前の御屋敷

小中学生も参加した発掘調査の様子
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　本城曲輪群は津久井城の中心で本城
曲輪、米蔵、米曲輪、土蔵、松尾米蔵
などの名称のある小曲輪で構成されて
います。2009〜2011年の間に行われ
た調査では、大手道から続く枡形虎口
や石積み、土蔵の跡と考えられる遺構
や大規模な敷石、通路状遺構、そして
米曲輪東側では階段状の虎口、門の礎
石と考えられる石などが発見されました。
　山城は「土の城」のイメージがありま
すが、津久井城の虎口や城道などの主
要な部分では石材が多く使われていま
す。後北条氏の城では八王子城、滝山

城、鉢形城、太田金山城等の重要拠点
では石材が多用されており、津久井城
もその一つであったと思われます。

＊石積みなどに使用されている山石（砂
岩）は、この山から切り出されたもの、
城道などに敷き詰められている平た
い川原石は相模川から運びあげたも
のです。

＊本城曲輪内は、かつて鉄塔とその関
連施設が建てられていたことから遺
構面の喪失やかく乱が見られます。
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❸排水溝
各所に設けられています。造成した曲輪の
崩壊を防ぐ目的で作られたものです。

❷米曲輪大手虎口
石敷きや水路、また門の
礎石と思われる石などが
見つかっています。土塁
には石が用いられていた
ようです。

❺本城曲輪虎口
「もん」の伝承地名で呼
ばれる場所では、虎口
遺構が確認されました。

❻本城曲輪土塁
当時からほぼ現在の形状
であったと考えられます。

❼長方形の石列　建物の遺構と考えられま
す。地名の通り土蔵の跡でしょうか。

❹石積み　城道（通路）と曲輪の境界部には
石積みが設けられ、木の柵があったようです。

❶米蔵枡形虎口
土塁と正面の段切りで枡形を形成し
ています。
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　土塁北東端で階段状遺構❶及び石
敷き遺構❷がみつかりました。米曲輪
から本城曲輪への通路と考えられます。
　通路は本城手前で土塁に沿って一度
折れ曲がる構造❸となり、また階段は
上に行くほど狭まっています。

　土塁内側で比較的大きな石が敷き詰
められた石敷き遺構❹が確認されました。
　土塁に沿って石積み❺と思われる遺
構が確認されました。土塁下部の土留
めと思われます。
　石組み遺構（排水構と思われる❻）の
北側では石敷き遺構は確認されていま
せん。ここで曲輪が塀あるいは柵で区
切られていたと考えられます。

　土塁に沿った石敷きに並行して4石の
礎石（柱などの基礎石）が見つかりまし
た。本城曲輪への入口部分に当たり、
絵図などへの記載はありませんが、こ
の場所が「もん」「もんあと」と呼ばれ
ていたことから「門」があったものと考え
られます。間口は約270cm、奥行きは
約90cmで、奥行きが狭いことから上
部に櫓などを載せない構造だったと考
えられます。

　本城曲輪の北東隅に「もん」と呼ばれ
ていた場所があります。階段状の石敷
き通路と礎石建物（門）の跡が確認され

ました。米曲輪から本城曲輪への入口
と考えられます。

米曲輪階段状遺構

本城曲輪虎口遺構図

本城曲輪石敷き

門の礎石と考えられる石

❻

❹

❺

❷
❶
❸
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　廃城に伴い城の石垣の一部を崩す、
堀を埋めるなど、城郭の主要部分を破
壊する儀礼的な行為を破城と呼んでい
ます。津久井城の本城曲輪群では米蔵
虎口、米曲輪大手虎口、本城曲輪虎口
で、土塁や石積みを壊した破城の痕跡
と思われる遺構が確認されています。

　米曲輪の東南隅、米曲輪大手虎口か
らの城道は土塁を回り込み、本城曲輪
虎口へと続いていますが、土蔵との境
界にあたる箇所で大規模な石敷き遺構
が見つかりました。古城図と比較してみ
ると、「矢蔵」と記されたところにあり、
比較的大きな石（建物の基礎石か）も見
つかっていることから、絵図が示すよう
に矢倉や、門や柵などがあった可能性
があります。

　石敷きの通路は、同じ後北条氏の城
である滝山城でも見つかっています。そ
れと比べると津久井城のものはやや幅

が狭くなっていますが、同じ技法で作ら
れています。1569年古河公方足利義氏
は、小山秀綱に滝山城と津久井城の普
請に人足を出すように命じていることか
ら、同じ人たちによって作られたのかも
しれません。

　本城曲輪虎口の当時の姿を想像してみました。

石敷き

米蔵虎口破城の跡（石だまり）

石敷き遺構はこのあたりから
みつかっています。

❶ ❷

❸

❹

❺

❻

❼

相州津久井古城図（部分）

※○数字はP45の図中番号の位置
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　御屋敷の北側上段の曲輪を総称して
「馬場」と呼んでいます。調査した竪堀
は城坂を挟んだ曲輪の東側に位置して
おり、南北方向に長さ約80m、幅は４
〜8mの規模で掘られているものと想定
されます。小堀をジグザグに連結させ
て、一条の竪堀として機能させています。
また底部を階段状にし、砂利や砂を充

填していることから、防御機能だけで
なく通路としての役目を持っていたこと
が想像されます。
　この竪堀は絵図類に記載はされてい
ませんが、地面がややへこんでいたこ
とから堀の存在は想定されていました。
今のところ周辺の曲輪との関連は不明
です。

Topics
　なぜ、この堀はジグザグに掘られてい
るのでしょうか？
　一つは工事の方法によるものです。堀
を作る時に一定区間をグループ単位で工
事した（「丁掘り」と呼びます）ものと考え
られ、その際の誤差が考えられます。ま
た、意図的にジグザグにしたことも考え

られます。江戸時代の軍学者（甲州流）、
松宮観山による「士鑑用法直指抄」は、
堀をつづら折りにすると、人の往来が見
えにくくなり、武器を隠すこともできるこ
と、安全に往来ができて、城を守るには
大きな利がある、と書いています。
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発掘調査部の下部

堅堀の断面状況

平面状況

竪堀の想定位置

竪堀の形状

小区画A
小区画 B

小区画C
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　津久井城で最大の規模を持ち、御屋
敷広場として利用されている曲輪は、
地域の人たちから「御屋敷」と呼ばれ
城主の居館跡と伝承されてきました。
1995年から10年間にわたる調査の結

果、虎口をはじめ掘立柱建物、焔硝蔵、
大規模な空堀、土塁などの遺構、また
舶来の磁器や希少なかわらけなどの遺
物が発見され、主殿の形状や規模は不
明ですが、伝承どおり津久井城主内藤

氏の居館跡であることが確認さ
れました。
　また天正18（1590）年の落城
後には大規模な造成事業が行わ
れ、徳川幕府の陣屋関連施設と
して使用されていたことも分かっ
ています。その遺構として、石材
を多用した虎口や礎石建物、庭
園と考えられる石組みなどが確
認されています。
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　曲輪は1500年代の初めに造成され、二度の改修を経て今の姿になったと考えられて
います。

・赤枠の範囲が造成される。

・曲輪東南部が拡張される。
・１号堀、2号土塁が築かれる。
・焔硝蔵が築かれる。

・北側を切り崩し、南側を拡張する。
・土塁は切り崩し、堀は埋め立てる。
・庭園や水路の築造。
・礎石建物の建築。

中世当初の造成

一度目の改修

二度目の改修

御屋敷空撮

遺構分布図
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　戦国時代津久井城主内藤氏の居館と
して機能していた時代の遺構としては、
複数の掘立柱建物、虎口、焔硝蔵、空堀、
土塁、石組水路などが見つかっていま
す。当時は西側にある虎口から出入りし
ていたものと考えられます。
　これまでの研究で東国の領主階級の
館や屋敷は、京都のスタイルを取り入れ
ており、主

しゅ
殿
でん
・常
つね
御
ご
殿
てん
・会
かい
所
しょ
が設けら

れていました。津久井城御屋敷でも執
務、就寝などの場としての主殿（広場を
ともなう）と、応接の場所としての会所

（庭園を伴う）が設けられていたのでは
ないかと考えられています。

　戦国時代の虎口は西側にあったと考
えられています。土塁および通路状の

遺構が確認されており、通路は牢屋の
沢に沿って続くことが想定されます。

本城曲輪群　米曲輪石敷き遺構
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　三増合戦の後の改修の際に掘られ
たものと考えられ、規模は上幅2.5〜
3m、底幅1.5m、深さは2.3〜2.9mの
断面が逆台形型の堀で、曲輪の北側を
東西に横断するかたちで掘られています。

　3m×4mの長方形の遺構で、床は川
原石や粘土混じりの砂利を敷き詰め、
壁は粘土で覆われていた痕跡がありま
す。また西側から階段を下りて内部に入
る半地下式となっており、北側には焔硝
蔵を守ったと思われる空堀（2号堀）が掘
られています。このように入念な構造か
ら、この遺構は内部に火薬を保管した
焔硝蔵（火薬庫）と考えられています。

　戦国時代の建物の多くは基礎石がな
く、直接地面に穴を掘り柱を建てる掘
立柱型式で造られていました。御屋敷
の建物は、何度か造り変えられている
ようですが、確認されているだけで８
棟分の建物跡が見つかっています。こ
の中のいくつかは主殿を構成する建物
だったのかもしれません。

戦国時代遺構見取図

西側虎口

牢屋の沢

掘立柱建物跡

焔硝蔵

空堀（１号堀）

城道
（通路）

土塁
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できます。
　また、石で組んだ排水路が各所に設
けられていますが、それらとは明らかに
異なる、石を池の形状に組んだ遺構も
見つかっており、庭園があったのではな
いかと考えられています。

　幅約4m、軸方向6m、両袖に石垣が
築かれた階段状の虎口です。袖部には
水路も築かれています。おそらく登りつ
めた個所は門となっていたと思われます。

　この虎口を造っている最中に地震が
あったようで、土を固めた地盤に15cm
のズレが見受けられ、その上に石垣な
どが造られています。記録では1633年
に寛永小田原地震が起きていますが、
その時のものの可能性があります。

　御屋敷では二度にわたる破城の跡が
見つかっています。破城とは城の機能
を無くすために石垣などの一部を破却
することで、多くは儀式的に行われます。
ここでは津久井城落城時に曲輪が徹底
して破壊されていますが、その上に造ら
れた陣屋関係施設でも、陣屋が廃止さ
れる際、虎口石積みなどで破城が行わ
れています。

　津久井城落城後、御屋敷の施設は一
旦取り壊されます。そして時期は明確
ではありませんが、曲輪は北側の土手
を切り崩し、その土を使って南側方向
に大きく拡張されます。その後、陣屋
関連施設として生まれ変わったようです。
　曲輪中央部では建物、また東側では

石を使った大規模な虎口が見つかって
おり、施設には主にこの東側の虎口か
ら出入りしたものと考えられます。また
池と思われる石組み、中世の施設を壊
した際に石などを投げ込んだ石だまり
も見つかっています。

　曲輪のほぼ中央で２棟の建物が見つ
かりました。礎石建物と考えられます
が石は全て抜き取られています。また２
棟はほぼ同じ場所に重なって建てられ
ており、火災にあって建替えられたこと
が分かっています。建物の構造は瓦が
出土していないことから、屋根は板葺
きか萱葺き、壁は焼けた壁土が発見さ
れていることから土壁だったことが想像

徳川時代初期遺構見取図

建物と庭園跡 石だまり

東側虎口

地層のずれ

礎石建物の跡
池と思われる石組み

投げ込まれた
大小の石

石積
石積

階段

左右で地層が
ずれています
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　牢屋の沢に面して土塁が築かれてい
ました。削られているため高さは分かり
ませんが、当時は御屋敷方向からの尾
根と一体化していたものと考えられま
す。牢屋の沢へ下りる現在の登山道は
後世のものでしょう。

　牢屋の沢を渡り、土塁に挟まれた幅
4mの城道を抜けると曲輪には段切りが
造られています。段切りの上から攻撃を
受けるため、敵兵は直進できず分散せ
ざるをえません。

　牢屋の沢に面した部分に石を敷き詰
めたのは、地盤を安定させるために設
けたものと考えられます。おそらくこの
場所に重量がかかる施設、つまり牢屋
の沢を渡る橋があったと考えられます。

　牢屋の沢、土塁に並行して間隔が
190cmの２つの柱穴があります。穴の
大きさから約30cmの柱が立っていたも
ので、門柱、あるいは橋に関連するも
のと考えられています。

　陣屋時代に相当する掘立柱建物跡と
礎石を用いた建物跡が見つかっていま
す。柱を多く用い、その間隔が通常よ
り狭くなっていることから櫓などの高さ
のある建物があったものと思われます。
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建物跡

　牢屋の沢に面したこの曲輪は、上段
の御屋敷の前面に位置することから、
防御上重要な役割を持っていたと考え
られます。現在の城坂橋を架けるため
の工事に先立ち2001年に行われた発掘
調査で、牢屋の沢方向に対峙した土塁
や石畳、段切、また橋あるいは門に関
連すると思われる大型柱穴など、津久
井城の城郭の一部である虎口関連遺構
が確認されました。
　ここで発見された虎口は、土塁で狭め

た通路の正面に段切を配置し、攻め込
まれた際に敵兵を南北に分散させる構
造になっています。また、御屋敷と同様
に落城以降も陣屋関連施設が置かれて
いたことが調査により確認されています。
　なお、この曲輪は「しんでん」と呼ば
れていますが、これは江戸時代の新田
開発に、また「牢屋の沢」についても陣
屋の水牢が置かれていたことに由来す
ると考えられ、戦国時代の名称ではあ
りません。

牢屋の沢側拡大

しんでん全景
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　現在の研修棟が建つ場所には、かつ
ては民家があり、「おじんや」という屋号
で呼ばれていました。『新編相模国風土
紀稿』には、この場所に陣屋があったこ
とが書かれています。

　江戸時代、幕府直轄領の代官が駐
在する施設のことで、地域の民政を行
なった場所です。今で言えば市役所と
警察、裁判所などが一緒になった施設

のようです。1998〜2002年にかけ、
公園パークセンターなどの拠点施設整
備に先立って発掘調査が行なわれまし
た。調査では大型の礎石建物やそれに
関連する掘立柱建物群が発見され、そ
の構造と出土遺物などから、江戸時代
初頭に陣屋に関係する施設がこの場所
にあったことが明らかになりました。

　左写真中、白線で囲まれた箇所が建
物の柱があった場所です。建物は礎石
建物です。この地域では江戸時代になっ
てから造られるようになりました。
　ここでは浅い穴を掘り、こぶし大の
石を根固めとし、礎石を置いた構造に
なっています。主棟としての礎石建物跡
1棟と関連する掘立柱建物跡５棟が見
つかっていますが、主棟には、九

ここのま
間と

いう、畳に換算すると18畳もある大き
な部屋が2つと、８畳間が3つあります。

これらは近世前期では一般的なものと
はいえない規模であり、出土した鎧具
足の破片や屋根瓦などの遺物などから
も、陣屋関連施設であると考えられます。
　主棟の前面は庭のような広い空間が
あり、それを挟んで木柵（塀）と思われ
る柱列の遺構が見つかっています。広
い空間は、いわゆるお白州だったのか
もしれません。
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礎石建物跡

遺構見取図

柵あるいは木塀

大規模な建物
（陣屋の主棟と考えられます）
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　眼下に流れる串川、東のとずら沢、
西の井戸ノ沢・尻久保川に挟まれた山
裾に平場が見られます。
　津久井広域道路の整備に伴い、2011
〜2013年にかけて発掘調査が行われ
ました。荒久と小倉馬込との境にある
とずら沢には、沢から登る堀底状の古
道があることが発掘調査前から知られ
ていましたが、調査の結果、中世まで
さかのぼる道状遺構であることがわか
りました。道状遺構は人の背丈以上に
城山の赤土をV字状に深く掘り込み、
カーブを描きながら上の平場へと続い

ていました。道状遺構は山裾をそのま
ま西へと走っていきます。その先にある
のが、井戸ノ沢・尻久保川の左岸に築
かれた戦国時代の曲輪です。調査でき
たのは曲輪の南半分ですが、15世紀末
から16世紀初頭には曲輪が築かれ、曲
輪は段切り・盛土造成によって東西60
〜70mにわたる平場が造り出されてお
り、２度の改修が行われた事がわかりま
した。

　

　荒久地区の東側、旧県道がとずら沢
を渡る場所に「馬つくろい場」と呼ばれ
る場所があります。その東側から５基
の炭窯が見つかりました。窯はいずれも
横穴式土窯と呼ばれるもので、地山を
切り崩し、掘り抜いて築いたものです。
周辺では江戸時代に使われていた炭窯
が見つかっていますが、出土した炭化
物を調査したところ、古いものは中世、
津久井城の時代に使われた可能性もあ
るようです。

道状遺構
津久井城に入る道状遺構は津久井広域道
路の一部として生まれ変わりました。

掘立柱の跡
曲輪内には柵を構えていたのでしょうか、
柱穴列などが発見されています。

荒久空撮
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　津久井城跡の調査は、1996年より旧津久
井町教育委員会と東海大学が中心となって
進められ、市町村合併を経て相模原市教育
委員会へと引き継がれました。2010年から
は、市民との協働調査によって調査・活用を
進めるため「津久井城市民調査グループ」を

新たに組織し、市民調査員、市教育委員会（文
化財保護課）、市立博物館、（公財）神奈川県
公園協会が連携して、津久井城の歴史的な
位置づけと価値を明らかにしていく新たな調
査へと歩み始めています。専門家による調査
が多いなかで、市民自らが地域の文化財の保
存活用に取り組んでいます。

　池の南西側には水を引き入れたと考
えられる導水路跡も見つかっていま
す。通常、庭園は城主の居館に伴って

造られるもので、城坂曲輪群南地点が
どのような性格の場所であったのかが
注目されます。

　ここでは津久井城市民調査グループ
によって遺跡の内容を確認するための
発掘調査が進められています。雛壇状
の曲輪群最下段の「里山広場」で2012
〜 2017年に行われた調査では、庭園
に伴うと考えられる池の跡が確認され
ました。

　曲輪のほぼ中央部で、河原の丸石や
角のある山石を敷き詰めた石敷き遺構
の広がりが確認されています。石敷き
遺構は、広がりの中央部に向かって浅
く窪むように構築されており、隙間なく
丁寧に仕上げられています。石敷きの上
に堆積した土を分析したところ、水中に
生息する藻類の化石が見つかり、池の
跡であることが判明しました。

　池の性格については、その丁寧な造
りから庭園に伴うものではないかと推
測されています。池が造られた時代は
出土した「かわらけ」と呼ばれる土器
の年代から戦国時代であることが確実
です。後北条氏の支城で庭園に伴う池
が見つかっているのは八王子城や鉢形
城など拠点的な城郭に限られており、
津久井城における発見は大変注目され
ます。
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庭園の池跡か 津久井城市民調査グループ

レベリング 遺構検出 遣り方測量

里山広場調査風景

石敷き遺構

かわらけの出土状況

城坂曲輪群南地点遺構図

導水路の石組み
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　堀の北側では曲輪と土塁の跡が確認
されました。しかし江戸時代の造成に
よって上面が削平されているため、具体
的な形状は不明です。いずれにしても
馬場氏が守った曲輪があったことは間
違いなさそうです。

　曲輪からは6か所の「地下式坑」が発
見されました。その名の通り地下に掘っ
た穴（地下室）なのですが、何に使われ
たのかは分かっていません。灯を置い
たであろう小穴もあることから、貯蔵庫
や避難所として使っていたと思われます。
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　津久井城の東山麓に位置する小倉・
馬込地区は、城主内藤氏の家老馬場氏
が居住した場所とされ、屋敷地をはじ
め「馬場」という地名や家臣の屋敷跡と
される場所が残されていました。現在、
その大部分は津久井広域道路となっ
ていますが、道路整備に伴い2006〜

2007年にかけて行われた調査では、
旧石器時代の石器群や縄文時代の落
とし穴、戦国時代の堀や江戸時代の
建物跡など時期を違えたさまざまな遺
構・遺物が発見されました。

　津久井城の時代に築かれたと思われ
る空堀です。上部の幅は約8ｍ、V字
状になり深さは最大で3ｍほどでした。
江戸時代になってからも通路としても使
われていたようですがその後、大規模
な造成工事が行われ、埋め立てられて
います。

空堀

遺構見取図

小倉・馬込空撮写真
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　かわらけとは、主に儀式などに使われ
た素焼きの土器のことで、特に皿（坏）
状のものを指します。津久井城のかわ
らけにはいくつかのタイプがあり、大き
く分けると
①口径が10㎝ほどでザラザラな土で作
られた、ろくろ成形タイプ。
②口径が底径に対して大きめで、緻密
な土で作られた、ろくろ成形タイプ。
③口径が大きく緻密な土で作られた、
手づくね成形タイプ。
があります。①は在地色が強く、一番
数が多いものです。②、③は数が少な
く、②は八王子城と関係があり、③は
小田原から搬入された「京都系」とされ
る、他の北条氏有力支城でもあまり出
土しない希少なものです。かわらけの様
相からは、津久井城と八王子城、小田
原城との物流がみえてきます。

かわらけ
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陶磁器の様相　津久井城内の各地点で行われた発掘
調査では陶磁器、かわらけ（土

は じ し つ
師質土

器）、金属製品、石製品、銭貨、有機
質遺物など様々な遺物が発見され、当
時の津久井城を知る手がかりとなって
います。土器・陶磁器でみると、かわ
らけが全体の90％を占め、国産陶器が
8％、貿易陶磁器が2％ほどです。地点
ごとにやや様相は異なりますが、落城
までの年代でみると、遺物からは16世
紀中ごろ及び天正年間が、津久井城の
中心的な時期とみられています。

　津久井城で出土する陶磁器は、国産
陶器と中国からの貿易陶磁器です。戦
国時代当時、日本には磁器を作る技術
はありませんでした。国産陶器は瀬戸・
美濃窯の製品が主流ですが、なかには
関東では珍しい備前窯の甕などもあり
ます。貿易陶磁器は染付磁器の碗、皿
が主で、白磁や青磁、青白磁も出土し
ています。なお近隣の八王子城の御主
殿では「威信財」と位置付けられる優品
の貿易陶磁器が多く出土していますが、
津久井城からは、全くと言っていいほど
そのような骨董品、優品は出土してい
ません。

津久井城の出土遺物1

御屋敷出土陶磁器（左：貿易陶磁器、右：国産陶磁器）

②のろくろ成形かわらけ

③の手づくね成形かわらけ

御屋敷出土かわらけ
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　津久井城主の居館跡「御屋敷」の発
掘調査では、空堀の底から鮑（アワビ）
の貝殻が出土しています。戦国時代、
鮑は重要アイテムでした。出陣に際し
て敵を「打ち、勝ち、喜ぶ」ごろ合わ
せで打ち鮑、勝栗、昆布を食べる「三
献の儀」が行われていたとのこと。ま
た、また江戸初期の書物『甲陽軍鑑』
には「貝鮑」という、鮑の貝殻に身を
盛り付けた婚礼料理が登場します。津
久井城で出土した鮑の貝殻も、そうし
た儀式や宴のために持ち込まれたもの
かもしれません。

　略して「表採（ひょうさい）」とも言
いますが、地表面に「落ちている」
遺物を採集して、そこにどのような遺
跡・遺構があるのか想定する作業で
す。たとえば津久井城ではその曲輪の
機能や使われた年代などを、ある程度
想定することができます。これまで津
久井城内のいろいろな場所で縄文時代
から近・現代まで様々な時代の遺物が
表採されており、そこにはわずかです
が戦国時代の遺物も含まれています。
山中ではまだ戦国時代の遺物が地表面
で発見できるかもしれません。見つけ
たら公園までご連絡ください！

御屋敷の鮑貝殻 表面採集

灯明皿 金属製品と鍛冶関連遺物

津久井城の遺物2

　灯明皿とは、油を入れた皿に撚り紐
の灯心を浸し、火をつけたものです。
津久井城では口縁部に煤

すす
が付着した「か

わらけ」が数多く出土しており、灯明皿
として使用されたと考えられます。菜種
油は江戸時代になってから普及しだすと
言われていますが、津久井城本城曲輪
群で出土したかわらけは、煤の分析の
結果、エゴマ油が使用されたのではな
いかとの見方がなされています。

　金属製品としては鉄釘が大半を占め、
建物跡の存在が想起される御屋敷や本
城曲輪群で多く出土しています。その
他かすがい、蝶番、小

こ ざ ね
札などの鉄製品

があり、銅巻きが施された小
こ づ か
柄（小刀）

なども出土しています。鉄砲玉も2点あ
り、津久井城で鉄砲を保有していた、
または戦闘時に撃ち込まれた可能性も
考えられます。
　また、本城曲輪群や御屋敷からはフ
イゴの羽口やるつぼ、とりべ、鉄

てっさい
滓が

出土しており、るつぼの分析では金や、
銅・錫・鉛の合金とみられる金属が付
着していることが判りました。このこと
から、城内で金属製品の加工がおこな
われていたと推察されます。
　銭貨もあります。当時は永楽通宝を
はじめ中国の銭、それを模鋳した銭が
流通しており、津久井城からも様々な
銭銘の銅銭が出土しています。

灯明皿（本城曲輪群出土）

小柄（本状曲輪群出土）

銅巻き部分の拡大

鍛冶関連遺物（御屋敷出土）

銅銭「永楽通宝」
（御屋敷出土）

金属製品（城坂南曲輪群南地点出土） 鮑の貝殻出土状況 表面採集された遺物
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　季節ごとに開催されるガイドウォーク
は、大手道など、普段は公開していない
城道などを使い、津久井城を案内します。

　歴史解説専門員が小・中学校や高等
学校・公民館などへの出前授業も行っ
ています。劇団とタイアップするなどし
て津久井城を皆さんに分かりやすく伝

えます。校外学習や遠足でも利用いた
だいています。

　６月25日は津久井城が落城した日で
す。この日は甲冑武者が城中（いや山中
か？）を練り歩きます。展示室の鎧冑が
見当たらないときは「出陣中」。各地の
城祭りに
も参陣し
ています。

　津久井城は地域の文化財であり、そ
れを守るためには、やはり私たち事業
者を含め地域の皆さんの力が必要では
ないかと思います。また公園として整備
を進めているのですから、津久井城を
身近に感じてもらえるような工夫をする
必要もあります。そこで津久井城の調査
に当たっては「地域学習の一環として地
域の皆さんに調査に参加してもらう」また
「訪れる公園利用者に対し可能な限り現
場を公開する」との考え方で、津久井城
を知るための調査は津久井町が、公園
整備のための調査は神奈川県が行う役
割分担を確立し、津久井生涯学習セン
ターとの連携で地元の小中学生の参加

による発掘調査や津久井城探検隊など、
気軽に参加できるイベントなどが継続し
て行われてきました。
　かながわ考古学財団による本城曲輪
の発掘調査見学会には、300人を超え
る皆さんに山頂まで登って頂きました。
グリーンカレッジつくいの津久井城談
話は「登城召され！」の呼びかけで、研
修棟はいつも満員になります。また津
久井城市民調査グループによる発掘も
行われています。
　公園では、利用者の皆さんに津久井
城について理解を深めてもらうために、
ボランティアの皆さんと一緒に年間を通
じ様々な催しを行っています。また遺跡
保護のための作業にも取り組んでいま
す。ぜひご参加ください！

　「城山と地域」「歴史」「自然」をテー
マに展示。市民ボランティアの情報提
供による日々の自然紹介や発掘調査の
速報など新鮮な情報が満載です。
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津久井城談議　登城召され！

津久井城市民調査グループによる調査

小中学生の参加による発掘

パークセンター展示解説

津久井城キャッスリング

遺跡保全作業 研修棟での解説

津久井城甲冑隊

発掘調査見学会
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椴木（もみ）九拾五本　杉木弐拾本
　目通り壱尺五寸より八尺五寸ま
で」と記されています。この八尺五
寸（地上から約1.2mの位置の幹周
245cm）の大木とは、大杉のことで
はないでしょうか。

　徳川家康が関東入国の際、鷹狩りの
途中に三増峠を見て「北条氏が武田信
玄に三増合戦で敗れたのは、しっかりし
た林にしていなかったからだ。」と、雑木
の植林を命じたそうです（『武徳編年集
成』）。その真偽はわかりませんが、江戸
時代に、三増峠から志田山にかけては、
「御林」として幕府が管理する山林となり
ました。駿府から江戸に移った徳川家
康は、江戸城の普請を進める一方で江
戸の街の建設も急速に進めたため、建
設資材や生活必需品と
して大量の木材や炭が
必要となり、また、治
水や治山のため、領国
経営の基盤となる江戸
周辺の山林を自らが手
厚く管理することにした
ものと考えられます。
　津久井城も、小田原
合戦による落城後、江
戸時代初頭に幕府の体

制が定まったことによる根本にあった陣
屋の廃止により、「城館」としての役割を
完全に終え、全山に渡って植林がされた
ものと思われます。同時に、御林として
幕府の管理下に置かれます。
　当時の植林は、成長が早く、燃料とし
て使用するマツや雑木が中心だったよう
で、幕末になって用材としても使用でき
るヒノキも植林されるようになりました。
国道412号から見えるひとかたまりの針
葉樹林は、幕末の代官、江川太郎左右
衛門英龍の指導により植林された「江川
ヒノキ」です。

　山城では、視界を遮り、防備の妨げ
となるような場所の樹木は伐り払われ
ていたというのが定説です。樹木があ
ると登ってくる敵兵を見つけにくい上、
大きな樹木の枝や幹は、大風が吹いた
際には、建物や土塁などを壊したりしま
す。また、繁茂した樹林は火攻めの要
因にもなったと考えられます。

　1584年、津久井城の当番衆として
派遣された山

やま
角
かど
定
さだ
勝
かつ
に宛てた城

しろ
掟
おきて
（『津

久井城番掟』）では「木草をとる者は城
外に出ないと目的が適わないので通せ
……」とあることからも、現在よりもずっ
と樹木は少なかったと考えられます。し
かし、炊事やかがり火などに枯草や薪・
炭が使用されていたこと、山麓の荒久
では、戦国時代までさかのぼる炭焼窯
が見つかっていることから、城山は必ず
しも丸坊主ではなく、場所によっては、
少なからず樹木はあったと考えられます。

　飯縄曲輪の西側に根元が残る大杉
は、樹齢900年と伝えられています。
津久井城があった当時、既に樹齢400
年の大木だったことになります。戦国武
将の信仰を集めた飯縄権現を祀った場

所にあることから、ご神木として大切
にされていたと考えられます。根小屋諏
訪神社にも樹齢500年を超える古木が
あります。
　幕府の代官は、御林の状況を把握す
るため、名主に命じて、絵図（村絵図
や御林絵図）や書上帳を提出させ、御
林の面積、木の種類や本数を把握して
いました。
　相模原市緑区二本松の角田家には、
城山の御林絵図が多数残されており、
そのうちの『城山御林飯縄宮絵図面』
（作成年代不詳）には、「松木百六本　

志田山御林絵図　明治大学博物館所蔵

大杉／津久井城のシンボル大杉は、2013 年 8
月12日、落雷により根元の5mを残し消失しま
した。

城山御林飯縄宮絵図面
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子城・山梨方面を一望できます。

　眺望を活かした伝達手段が烽
のろし
火（狼

煙とも書く）です。天気の良い時は、城
や砦間の情報伝達に烽火や旗、吹流し
など、また夜間や雨の日には鐘や法螺
貝などの「音」が使われました。津久井
城にも飯縄曲輪に「烽火台・鐘撞堂」
と呼ばれる曲輪があります。この場所
は平野部である相模原方面に展望が開
け、同じく烽火台があったとされる仙洞
寺山方面も見えることから、烽火には
ちょうど良い場所であったと考えられま
す。また津久井城を中心に烽火による
連絡網が張り巡らされていました。特に
西よりの地域に多いのは、甲斐武田氏
への備えと考えられます。

　毎年、地域の有志
の皆さんが烽火を上
げています。狼煙筒
を制作し、烽火台が
あったととされる山
とで相互に確認でき
るかを実験したとこ
ろ、間

あいのやましろのみね
山城峰烽火台

（現在の相模湖プレ
ジャーフォレスト）と
津久井城との間では、
煙を確認することが
できました。遠くは東

大和市から見えたという報告も届いてい
ます。

　山城にとって、四方八方を見渡せるこ
と、敵を見つけやすいことは非常に重
要なことでした。現在の稜線一帯は、
樹木が茂り、見晴らしが効く場所は
限られていますが、鷹射場やみはら

4 4 4

し
4

からは、相模平野から江の島、
房総半島まで、もちろん横浜ランド
マークタワーやベイブリッジも。土
蔵からは武蔵野台地、東京スカイ
ツリー、条件が良ければ遠く筑波山

を見ることもできます。
　米曲輪からは金原・三増峠・八王

「見渡す」のイメージ図

間の山烽火台付近から

津久井城本城曲輪から

武蔵野台地

三増峠・金原方面

相模川

山梨方面
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　津久井城は、戦国の世には地域統治
のシンボルとして、その偉容を誇り、人々
は畏敬の念を持ち、城を見上げていたこ
とでしょう。江戸時代の紀行文では挿
絵として描かれ「城址」として名を馳せて
いたものと思われます。また、ぼうち唄
や近隣の学校の校歌の歌詞になるなど、

心象風景としても心に刻まれています。
　津久井城・城山の三つのこぶは、横
浜ランドマークタワーや東京都庁の展
望台からも見つけることができます。
　また近年では津久井商工会の皆さん
が津久井城シリーズとして、商品開発を
行うなど、地域のシンボルとして親しま
れています。

『高尾山・石老山之記』
　津久井城址は挿絵などにも登場しま
す。竹村立義は、1827年8月に江戸か
ら八王子・高尾山・石老山・そして津
久井を旅して、甲州道中沿いの社寺や

地名の由来を考証した紀行文『高尾山・
石老山之記』を記しています。そのなか
で津久井城址の挿絵を残していますが、
挿絵には、津久井城の歴史なども書き
添えられています。

　市域に継承される数少ない仕事唄
で、クルリ棒と呼ばれる道具で麦や大
豆、蕎

そ
麦
ば
などを脱穀する作業「ぼうち」

の際に歌われていました。１番の歌詞
に津久井城が登場します。

橋本から／丹沢山地の前に聳える城山は、
かつて武田軍の関東進出をおさえたように、
押し寄せる都市化の波をくい止めているか
のようです。
金原から／天正18（1590）年、津久井城を
包囲した軍勢は、ここからこの山容を見て
いたに違いありません。
中野から／均整のとれた三角形のプロポー
ションは「中野富士」とも呼ばれるそうです。

津
久
井
の
城
が

　
お
ち
た
げ
な

弓
と
矢
と
小
旗
の

　
竿
が
流
れ
く
る

そ
れ
そ
れ

　
粉
ん
な
れ

　
粉
ん
な
れ

『高尾山・石老山之記』より　津久井城山図　国立国会図書館所蔵

ランドマークタワーからの城山

中野から橋本から

金原から
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　津久井城の周りには相模川や串川な
どが流れていますが、いざ戦さとなり
城に立てこもっても城中に水が無くては
戦いどころではありません。津久井城
には飯縄曲輪の東側に「宝ヶ池」と呼ば
れる溜井があります。この池は、どの
古絵図にも井戸として記されていますの
で、当時からあったものに違いありませ
ん。『新編相模国風土紀稿』には「日照
りや雨が続いた年でも、いつも安定し
て水を湛えている」と記されています。
まさに命の水だったのでしょう。

　宝ヶ池は飯縄曲輪周辺に浸み込んだ
雨が湧き出す谷地形の頂部に造られて
います。地元の古老の話によると「ずっ
と前に池をさらったことがあったが、底は
緑色の一枚岩だった。」とのことでした。
その岩で水が止まるように池を造ったも
のと考えられます。

　戦国期、越前朝倉氏の家臣窪田三郎
兵が記したとされる城作りの手引書『築
城記』は、山城を築くときの心得として、
「水があることが大切、また水の手は遠
くに作ってはならない」と記しています。
また「水が枯れるので、やたらに尾根を
掘ったり、むやみに大木を伐ったりしては
いけない」ともあります。水の大切さと水
の確保に常に気を配っていたようです。

　本城曲輪北側の小曲輪にも井戸と思
われる痕跡が確認されています。やはり
宝ヶ池と同じように谷部の頂部にありま
す。絵図をみると、井戸の周りには樹木
が生い茂っているよう描かれていますが、
この図面が軍学や築城法の講義に使わ
れたとすると、これで「水と樹木の関係
の大切さ」を教えていたのかもしれません。

　本城曲輪土塁の南側（米曲輪）で、
常
とこ
滑
なめ
窯の大甕

かめ
の破片が出土しています。

戦国時代は領主と土地の農民とは結び
つきが強く、農民も籠城することがあっ
たようです。もしかしたら、山麓の農民
が籠城して米曲輪に小屋掛けし、甕に
水を溜めていたのかもしれません。

　御屋敷では井戸の跡が見つかってい
ます。また池と思われる遺構も出土して
いますので、水はふんだんに使えたも
のとも思われます。小網地区では、か
つては城山に横井戸（横穴）を掘り使っ
ていた家庭がありました。また尻久保

川を隔てた東金原は水脈が乏しく、旧
根小屋小学校では牢屋の沢から水を引
き、上水として使用していました。

　山城にとっては「排水」にも気を配ら
なければなりませんでした。「城」は、
「土」で「成る」と書くように、土を突き
固めて曲輪や土塁を築いています。し
たがって雨水を上手に流す工夫をする
必要があります。そのため曲輪はやや
傾斜をつけて造成し多くの排水路を設
けています。また法

のりかた
肩の部分は雨にた

たかれても崩れないよう石を敷き詰めて
いる箇所もあります。

『相州津久井古城』絵図（部分）　肥前島原松平文庫所蔵

宝ヶ池

御屋敷井戸跡

御屋敷排水路遺構 最近まで使われていた水源

御屋敷・池遺構

水（井戸）の周囲には樹木が
描かれています。
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　園内の樹林地をよく見てみると、大
小連なる平場や長く伸びるくぼ地、石
を寄せ集めた畝があちこちにみられま
す。また古道脇に残る炭焼き窯の跡、
太さや種類の異なる樹林が混在してい
る様子など、現代の我々の目に映るこ
れらの痕跡や景観、城山の風景は、地
域の人々の営みの積み重ねが作り出し

た結果であり、戦国時代から現在に至
る土地利用の変遷を物語っています。
　その樹林に覆われた風景の中には、
津久井城の遺構が埋もれています。長
い時間の中で忘れられかけている事実
を知り、それを読み解いていくことは、
何とも面白いことです。
　展望広場から眺める金原台地や丹沢
山地、また周囲の山々に囲まれた風景

は、何とのどかな、ほっと
する風景なのでしょう。津
久井城をはじめとする地域
の営みの歴史が醸し出さ
れた城山の風景を、未来
に継承していくためには、
城山だけではなく、城山を
包み込む周囲の風景も大事
にしていくことが大変重要
であり、また、それに寄与
していくことが、この公園
の使命でもあります。

　江戸時代の津久井では、代官による
検地がたびたび行われました。津久井
城の南西に位置する根小屋村の検地帳
は、残念ながらほとんどが散逸してしま
いました。残された検地帳から、山麓
部が、茅場や畑となったことが伺え、時
代を下るにつれ、土地利用にも変化が
生じたものと考えられます。

　1888年の地形図では城山周辺の平
地のほぼ全てに桑畑の表記がされてい
ます。開国後の主力産業であった生糸
の生産が、城山周辺でも盛んに行われ
ていたことが伺え、養蚕が盛んであった
津久井の歴史を語る資料ともなってい
ます。

根小屋周遊園路脇のサワラ

城坂の桑の列植 ワサビ 古道のたたずまい（牢屋の沢を渡る古道） 土塁と竪堀

樹林内の地境の石積み
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の恵みを市民の皆さんに提供していくと
いう根本的な部分で、何ら違いはあり
ません。
　地域や市民にとって、現代的な意義
に沿った文化財（津久井城）の保全（保
存）と活用とは何か、それを実現するた
めにはどうすればよいか、地域共有の
財産を継続的に運用しながら地域や市
民による歴史の継続性を保っていくた
めには、地域の伝統や文化を育む意識
の醸成や具体的な取り組みを進めてい
かなければなりません。
　今、全国各地で城郭の復元整備など、
地域の文化財の活用を目指した取り組
みが盛んに行われています。どの事例
も、関係者の熱い想いと試行錯誤を繰
り返して実現されたことがよく伝わって
きます。

　そのような中で、公園として整備を進
めようとしている津久井城には、文化財
としての姿かたちだけではなく、訪れた
人が「時間を楽しみ」、地域にとっては
「地域社会の活性の源ともなる地域づく
りの要素」を込めたいと思っています。

　戦国時代から江戸時代にかけ、津久
井城（城山）は、津久井領（津久井地域）
の豊富な森林資源を運ぶ相模川の水運
と甲斐や武蔵と相模を結ぶ街道の要所
に位置し、一帯の支配や経営の拠点と
して機能してきたと考えられます。この
津久井城の普請や管理には、同時期の
山城に関する古文書にもあるように、
多くの領民が動員されたと考えられま
す。そうして維持されてきた津久井城は、

　津久井湖城山公園は、歴史や自然、
風景に優れた特徴を持つ公園として「歴
史と自然を活かす」「地域との連携」を
目指して事業を進めてきた結果、年間
50万人を超える皆さんにご利用頂いて
います。これまでは、城山の山麓部で
園路や広場、パークセンターや駐車場、
トイレなど、利用や管理のための施設
を重点的に整備してきましたが、これ
らの施設も徐々に整ってきたことから、
津久井城の重要な遺構がある山頂部で
の復元的整備についても検討を進めて
います。この整備は津久井城の構造や
規模などを目に見える形で伝え、発信
し、体感して頂くためのものです。

　このガイドブックは、これからの津久
井城の復元的整備に向けて、地域の皆
さんと情報を共有し、一緒に考えて頂
くためのものでもあります。

　「公園をつくること」も「文化財を守る
こと」も、その目的は、その土地と人々
の営みを「風景」や「文化財」という「財
産」として捉え、その大切な財産を開発
や過度な利用などから守り、次世代に引
き継ぐことにあります。この大切な「財
産」が失われないように土地を購入させ
ていただき、保全や利用のための施設
を整備し、法律による規制や適切な維
持管理を行いながら、将来に渡ってそ

七
　
未
来
へ
向
け
て
　
津
久
井
城
の
整
備

上段左から／コイジ、　展望広場、下段左から／デッキ園路、パークセンター付近、森のステージ工事上段左から／研修棟、四季の広場　下段左から／剣先石積み、馬場東竪堀、本城曲輪虎口
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　津久井湖城山公園には年間40万人を
超える皆さんに来園頂いていますが、
実は、地域の宝であるこの津久井城を
知らずに来園される方も多いのが実情
です。どのように「我らが津久井城」へ
目を向けて頂くか、地域の人たちにどの
ように活かして頂くか、更なる工夫が必
要なのです。
　このガイドブックを発刊し、山頂部に
おいて「津久井城の復元的整備」のあり
方を模索することは、津久井城の存在
を広く発信することであり、共利共生の
公園づくりへの足がかりになると期待し
ています。この取り組みを通じ、関係す
る皆さんの知恵を集め、考え、実践し、
文化財と公園、地域と公園のあり方の

モデルとなるような公園（津久井城）を
目指したいと思っています。
　四季の広場では、天気の良い日には
たくさんの子どもたちが遊具で遊んでい
ます。この小さな子どもたちは、そう遠
くない未来、牢屋の沢に架かる城坂橋
を渡り、この森を、城山を、我らが津
久井城を、見上げてくれるはずです。
周遊園路を散歩する皆さんが、この城
山をいくつしみ育むために助太刀してく
れることを待っています。
　地域の象徴的存在であるこの津久井
城を次世代に引き継いでいくために「共
利共生の公園づくり」を進め、地域や市
民の皆さんと共にこの津久井湖城山公
園を育てていきたいと願っています。

いざというときに領民を敵から守ってく
れる場所であり、地域の象徴的存在で
もあったと言えます。
　このような津久井城を中心した地域
の生活史を知ることは、現代の私たち
が津久井地域の歴史や伝統文化を理解
し、継承していく上でとても大切なこと
です。そこで、パークセンターでは、津
久井城の解説とは別に「城山と地域と
の関わり」を解説テーマとして設け、ま
た、体験行事を通じ地域の文化財とし
ての津久井城や地域の歴史や成り立ち
などを紹介し、伝えていく取り組みを
行っています。

　公園づくりに当たっては、地域の歴史

を物語る文化財である津久井城と、地
域の暮らしを伝える城山の森の保全を
図りつつ、その恵みを市民の皆さんに
提供し、共有の財産として育んでいくこ
とこそが、この公園の大切な役割であ
ると考え取り組んできました。
　この役割を果たすためには、この公
園が、様々な価値観を持つ多くの人た
ちの出会いと関わりの場となり、多くの
皆さんと手を携えることが必要と考えて
います。
　「地域（利用者）」と「公園（津久井城）」
が共に手を携え、津久井湖城山公園（津
久井城）を共有の財産として育み、次世
代に伝えていく。私たちはそのための取
り組みを「共利共生の公園づくり」と呼
んでいます。

上段左から／本城曲輪、土蔵　下段左から／八王子城（復元整備事例）、パークセンターと研修棟 上段左から／研修棟工事前、高根城（復元整備事例）　下段左から／植林地、本城曲輪石敷き通路
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■根小屋地区（パークセンター）へは
　・橋本駅から三ヶ木行きバス25分「津久井湖観光センター前」下車　
	 「湖畔展望園路」を通って徒歩20分
　・橋本駅から新小倉橋経由三ヶ木行きバス25分「東金原」または「金原」
					下車、徒歩15分
■水の苑地へは
　・橋本駅から三ヶ木行きバス19分「城山高校前」下車、徒歩３分
■花の苑地へは
　・橋本駅から三ヶ木行きバス20分「津久井湖観光センター前」下車、
　		徒歩１分

　パークセンターは公園利用者の休
息、案内・情報提供、また自然や歴
史活動に関わる皆さんの活動拠点と
して2006年４月にオープンしました。
　公園の利用案内の他、歴史や自然
に関する展示・解説、調査の速報な
ども行っています。
　公園をご利用の際は、まずパーク
センターにお立ち寄りください。

虎朱印（とらしゅいん）
　戦国時代、小田原城を本拠とした伊勢宗瑞(北条早雲)の晩年、北条氏綱
の代より使われはじめた北条宗家の印判。知行や寺社の規定、年貢など、
領内の支配に関する文書発給に当たっては、この印判(虎朱印)を用いたと
されます。
　印文の「禄寿応穏（ろくじゅおうおん）」とは、「人民が平和であるように」
という意味と言われ、北条氏の目指した関東の覇者としての領国統治の思
想を表すとされています。

展示解説の様子

【所在地】
〒252-0153　相模原市緑区根小屋162　
電話042-780-2420
【駐車場利用時間】
８:00 ～19:00（無料）
【開館時間】
9:00 ～17:00
【休館日】
第１・第３月曜日の午前中と年末年始

パークセンター
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　 西　暦 元　号 記　　　事

14世紀 1323 元亨 3
執権北条貞時の供養のため円覚寺に法堂建造。建築材が「相
模国奥三保屋形山」、「鳥屋山」から伐り出される。「奥三保」
という地名の初見。

15世紀
1411 応永 14 真覚寺観音堂（八王子）棟札がこのころ長山忠好が津久井を所領すると伝える。｢津久井」という地名の初見。
1476 文明 8 長尾景春の乱。

16世紀

1478 文明 10 景春党を追って、太田道灌の手勢が奥三保に侵入する。

1510 永正 7 景春・吉里一族が、津久井山に移り北条早雲に味方し上杉氏と戦う。

1524 大永 4 内藤大和入道、光明寺に菜園を寄贈。武田勢奥三保に侵入、小猿橋にて合戦を繰り返す。

1525 大永 5 武田信虎、北条氏綱との合戦。「津久井の城は未だ落ちず」とある。
1536 天文 5 武田勢青根郷に侵入、狼藉をはたらく。
1554 天文 23 相模・駿河・甲斐の三国同盟成立。
1559 永禄 2 北条氏康『小田原衆所領役帳』を作成する。

1569 永禄 12 武田信玄、小田原城を攻める。三増峠で北条氏照・氏邦を破る。古河公房足利義氏、小山秀綱に津久井城の普請を命じる。
1571 元亀 2 この頃、八王子城築城。
1582 天正 10 加藤丹後一手の夜襲。
1589 天正 17 豊臣秀吉、後北条氏討伐の軍令。

1590 天正 18

3月29日山中城落城。5月24日、内藤綱秀、津久井城普請
のために三増ほか三カ村に人夫役を課す。
6月23日、八王子城落城。
6月25日、津久井城落城。即日、徳川家康の家臣、津久井
城を請け取りに行く。
7月5日、北条氏直、豊臣秀吉に降伏。小田原城開城。
7月23日、徳川家康関東入国。

17世紀

1608 慶長 13 守屋行広、代官任務（1627　寛永4年まで）。
1644 正保元 守屋氏、駿河に支配替え。
1648 慶安元 7月1日『相州津久井古城図』描かれる。
1664 寛文 4 陣屋一帯は畑地になる。（寛文の検地帳による）

18世紀
19世紀 1816 文化 13『築井古城記』の原文作成される。

20 世紀 1993 平成 5 城山一帯を公園とすることが計画決定（約 98.3ha）された。
1999 平成 11 県立津久井城山公園「水の苑地」「花の苑地」開園。

21世紀 2003 平成 15「根小屋地区」一部開園。
2006 平成 18「根小屋地区」にパークセンターがオープン。

『津久井町史　資料編　考古・古代・中世』　2007年　津久井町
『津久井町史　通史編　原始・古代・中世』2016年　相模原市
『城山町史　資料編　考古・古代・中世』　1991年　城山町
『津久井城の調査１』　2003年　津久井城遺跡調査会・津久井町教育委員会
『津久井城の調査２』　2005年　津久井城遺跡調査会・津久井町教育委員会
『津久井城の調査３』　2009年　相模原市教育委員会
『かながわ考古学財団調査報告239,246,261　津久井城跡Ⅰ～Ⅲ』　2009 ～2011年

　かながわ考古学財団　　
『かながわ考古学財団調査報告166　津久井城根小屋地区遺跡群』　2004年

かながわ考古学財団　　
『かながわ考古学財団調査報告249　津久井城跡馬込地区』　2010年

かながわ考古学財団　　
『津久井町郷土誌』　1986年　津久井町教育委員会
『築井古城記』　1980年　小川良一
『津久井城』　1998年　津久井土木事務所
『春林文化第３号　小松城とその時代を考える』　2008年　城山地域史研究会
『上杉氏のルーツ』　2011年　米沢市上杉博物館
『北条氏とその一族』　2007年　黒田基樹・新人物往来社
『戦国の城』　2005年　埼玉県立歴史資料館
『多摩の歩み　第139号　戦国大名北条氏』　2010年　たましん地域文化財団
『築井文化　第６号　津久井城跡考』　1978年　津久井郷土研究会
『城山風土記　第３号　九十歳の雑記帳』　1994年　城山町史編さん委員会
『城山風土記　第５号　町の歩みをふりかえる』　1996年　城山町史編さん委員会　　
『上野原町史　下』1980年　上野原町史刊行委員会

資料協力 	 石井義兼・光明寺・角田信彰・八木輝・神奈川県厚木土木事務所津久
井治水センター・神奈川県教育委員会・（公財）神奈川県公園協会・（公
財）かながわ考古学財団・相模原市教育委員会・東海大学

執筆・編集　	 守屋浩之・神奈川県厚木土木事務所津久井治水センター・（公財）神奈川
県公園協会・相模原市教育委員会・（株）LAU公共施設研究所

監　　　修	 伊藤正義（鶴見大学）・井上泰（相模原市立博物館）・近藤英夫（東海大
学）・津久井城の整備に関する特別専門会・県立津久井湖城山公園整備
と遺跡に関する調整連絡会

イラスト 	 守屋浩之
（敬称略・50音順）

（制作協力：株式会社アスコット）

【主な参考文献】

【協力・提供】
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津久井城ブランド　ロゴ
表紙に使ったロゴは、地域産業を掘り起こし地域の活性化を図ろ
うと、津久井商工会と地元商店とで協働開発しブランド化を進め
ている特産品「津久井城シリーズ」のものです。城山の三つの峰と、
そばを流れる相模川・串川など３河川を家紋風に表現しています。

津久井湖城山公園ガイドブック
津久井城ものがたり—過去から未来へ—

平成30年3月23日発行／公益財団法人　神奈川県公園協会
問合せ／県立津久井湖城山公園　パークセンター
　　　　相模原市緑区根小屋162
　　　　TEL.042-780-2420　FAX.042-780-2422
※本書作成に当たっては、神奈川県厚木土木事務所津久井治水センターから
　一部資料を提供していただいています。
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